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Introduction
FURLAの歴史は夢―私の父
の夢―の物語です。３人の子ど
もたち―カルロ、パオロ、そして
私―が、その夢を父が最も求め
ていた場所：未来へとつなぎま
した。私たちが父のアイデア、希
望、感性を全面に推し進めまし
た。何かモットーはありますかと
問われると、私はひとことでこう
答えます。「前進」と。父はまれに
みる感性の持ち主で、まったく違
うアイディアを出すような非凡なものがありました。美しさ、厳格
さ、上品さといった具体的な価値観を大切にする会社です。シン
プルさもその１つです。

シンプルさはありふれていることとは違います。むしろその逆です。
優れたものはシンプルです。難しいものを難しいように見せないの
は至難の業です。力みのないように見せること。バッグをストアで
見て、触れて、持ってみるだけで、あなたのバッグだと感じさせるこ
と。あなたのものであると。一日を通して、一生を通して、あなたに
寄り添う用意ができているバッグであると。シンプルさと共に。

私がこの本を書くと決めた時―実際は書くよう説得された時― 
父が作り上げたものや、父の子どもである私たちや、会社に染みこ
ませた価値観に対して大きな誇りを感じました。しかし、「謙虚で
いたい」というもう１つの異なる感情が同じように強く湧き起こり
ました。なぜなら、私はこのすばらしい物語を占有したくありませ
んし、そのように見られたくないからです。私はこのファミリービジ
ネスを引き継ぐ２代目であり、近年、私のマネジメントのもとでビ
ジネスは著しい成長を遂げたものの、自分が文字どおり「生き残
り」であることを決して忘れてはいません。ここに残っている人た
ちに対して責任の重みが常につきまといます。兄のカルロとパオ
ロはずいぶん前に亡くなったため、運命の導きにより、現在、私が
FURLAの歴史と価値観に対する責任を負っています。そして何よ
りもFURLAが世界で雇用する2,500名以上の従業員に対する
責任があります。

私の目標は今もこれからも、この２世代にわたる夢を未来へと「前
進」させるために、常に自分の能力のすべてを捧げることです。私
の世代、そして特に私の前の世代のために。両親は兄と私に自分
たちの夢の実現を託しました。そしてそれはいつの日か誰かの手
に引き継がれるでしょう。この物語にも出てくるように、会社が時
の試練に耐えて生き残るだろうと実感した瞬間―FURLAの歴史
における数多くの転換点の１つでしたが―がありました。将来は、
誰か他の人の手に委ねられるのかもしれません。未来に何が待ち
受けているのかは誰にも分かりませんが、現時点で、ブランド、会
社のアイデンティティ、その認知度は、非常に明確で透明性があ
り力強いため、ブランドであると同時に会社であるFURLAは存
続すると私は強く確信しています。ファッション業界でよく言うよ
うに―時には不適切な表現である場合もありますが―「私たちは
ブランド」なのです。

私は記録的な成長と配当を保証する今年の財務報告書を兄たち
と父に捧げるつもりでいましたが、結局、兄たちと私が父から受け
継いだ生来の謙虚さが勝ち、献辞は記しませんでした。

この本は父のアルド、そしてカルロとパオロに捧げられ、タイトル
は表紙を美しく飾る 母のマルゲリータにちなんでいます。そして
何よりも母の哲学を拝借していることが重要です。母の真珠の首
飾りはいつでも私にとって母の優しさ、繊細な美しさ、そして奥深
い上品さを象徴するものでした。そして真珠の首飾りの一粒一粒
のように、まさに母が望んだようにFURLAは一歩一歩着実に成

長しながら、メーカーとなり、デザイナーと
なり、より多くの都市へ、国へ、大陸へと１つ
ずつ店舗を増やしてきました。

同時に、全体の調和には常に最大限の注意
を払ってきました。結局、真珠の首飾りに異
なる宝石を加えても意味がありません。だか
らこそ詩人、画家、作曲家たちにインスピレ
ーションを与えてきた海から生まれたこの
天然の貴石は、現在でもなお、えも言われぬ
優雅さで人々を驚かせ、説明のしがたいイ
ンスピレーションの源であり続けているの
です。それは私の記憶にある母や母の笑顔
のように、かけがえのない美しい瞬間をもた
らしてくれます。

Dad
この写真の中の母、マルゲリー
タは20歳を過ぎたばかりです。
美しい人です。気品があり、優
しさにあふれ、笑顔にも真珠の
首飾りにも控えめな上品さに
も特別な優雅さが見て取れま
す。1930年代の古い白黒写真
の中でさえ、母の瞳は光輝いて
います。優雅な物腰と強い個性
のいかにもイタリア北部のフリウ
リ人らしい若い女性です。

父のアルドはケネディのように自信に満ちた顔つきで、わずかに立
てた髪の毛が朝の光の中で輝き、美しいジャケットを着ています。 
強いカリスマ性と決断力のある男性であり、多大な感性の持ち主
です。

マルゲリータとアルドは、ミラノのCAI―イタリアン・アルペン・クラ
ブ― が主催した登山旅行中にヴァル・ガルデーナのサッソルンゴ 
山で偶然に出会いました。２人ともフリウリ人の血筋を引いていた
のです。一目惚れでした。1938年のことです。２人は手紙でやりと
りをしました。父はとても小さくて非常に几帳面な文字を書き、名
刺の上にでも手紙を書けるような人でした。そして２人は再会し
ます。父が母に会ってくれと頼んだのですが、母は父の顔をよく覚
えていなかったため、脇の下に新聞を挟んで目印にしました。２人
は婚約しました。結婚式の前夜、２人は招待状を送っていたCAI
の会長から返事を受け取りました。「手紙によるとお２人はサッソ
ルンゴで出会ったようですね。そういうことならば、とても嬉しく思
います」そして会長は、この若いカップルについて「山の恋人たち
の心優しき魂」と讃えました。

心優しき魂。それは両親が７人の子どもたちに残した最もすばら
しい遺産です。言葉では表現できない、繊細で複雑すぎるため言
語や数字では語れないものがあります。

母は優しく強く、とても特別な女性でした。時折、母が父と共に
FURLAを創立したという話を目にしますが、７人の子どもを抱え、
母には働く時間がほとんどありませんでした。母は大家族―私た
ち家族９人と２人の家政婦―をやすやすと、喜びをもって切り盛り
していました。休暇に父が母を連れ出すと母はとても幸せそうでし
た。

私たち７人きょうだいの子ども時代の思い出は戦後時代、ボロー
ニャの外れにあるサン・ミケーレ・イン・ボスコの丘陵地の大きな
家が中心となっています。いかにも伝統的、中産階級的で19世紀
のロマンチシズムを漂わせるビーダーマイヤー様式の家具。黒い
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光沢のある塗装で仕上げられたブライアーの根のパイプ。アンピ
ール様式の装飾に対する反動として生まれたシンプルさと調和と
いう概念がそこにはありました。
私たちの記憶は、イタリア北部の街・ウーディネから約20キロのと
ころにあった母方の家のカントリーハウスとも結びついています。
それは厳格に作られた建物でした。建物自体は特に注意をひくも
のではないものの、理解できるセンスを持つ者には秘密を明かし
てくれるような、そのすっきりしたラインとシンプルさが自分の好
みであることを改めて思い出しています。

父にはずっと続いた習慣があったことを覚えています。父は典型
的なボローニャ製のハンドバッグを、グレーのフランネルでできた
自分のピンストライプのスーツの袖で完璧なまでによく磨き、満足
していました。父は美意識の調和とシンプリシティーについて、語
ることなくお手本を見せることで毎日私たちに教えていたのです。

父は1920～30年代ではまれな起業家でした。何かアイデアを持
って父を訪ね、追い返された人は１人もいません。父はきちんと話
を聞き、そこに価値を見いだせば信頼を寄せました。自分の支援
や財政に見合うプロジェクトであると納得すれば、すぐに出資者
となりました。父はアイデアというものの有徳とその意義を信じて
いました。私が結婚した時、家に箱が１つ届いたのを覚えていま
す。中にはゴールドのひもに通した白い象牙のロザリオビーズが入
っていました。残念ながら引越中になくしてしまったのですが、そ
の美しいロザリオには私の知らない人からのカードが添えられて
いました。その人が小さな会社を設立する際に父が支援したので
した。

父は気取らない人でしたが、美術品、特に彫刻を収集していまし
た。ですから、私は自分が結婚した時、父にこう言いました。「お父
さん、お願い。私は何も要らないわ。」父はすでに私たちの家に資
金を出してくれていました。７人の子どものうち、最初に結婚した
のが私でした。父は何かプレゼントすると言い張ったので、父の持
つ彫刻の１つを欲しいとお願いしました。それは私のオフィスに
置いてあります。ルチアーノ・ミングッツィ作の「キリストの受難」で
す。これはミングッツィが制作したこの上なく感動的な３体のキリ
スト像の１つにあたり、１つは現在もバチカンにあります。父はこ
の芸術家を初めて大いに評価した人たちの１人でした。父は大変
な「目利き」だったのです。また、父は彼にキリストと共に処刑され
た２人の泥棒の像の制作も依頼しました。途方もなく美しく強く
心を動かされる芸術作品であり、私が最も気に入っているものの
１つです。

父は私たちにいつも読書を勧め
ましたが、伝統的なものばかり
を好んでいたわけではなく、特に
パピーニの本が好きでした。私
たちは皆、書物の世界に深い敬
意を払う態度を継承しました。
父はくつろいでいる時でも常に
本を手にし、読書に傾倒してい
ました。毎回、父と一緒に美術展
に行くようになったのは、私にと
ってとてつもなくラッキーなこと
でした。兄弟たちは友だちと遊
びに行く方が好きだったので行
きたがらず、代わりに私がよく父
と出かけていたのです。

父は、オリベッティ社の創設者
のようにその時代に「先んじた」
起業家で、先見の明を持ってい
ましたが、非常に厳しい親でし

た。特に自分自身に対して厳し
い人でした。

兄弟の一番下の２人か３人の
子どもたちに対しては多少柔ら
かい態度で接するようになりま
したが。それと同時にオペラ座
でもエーデルワイス登山の際に
も、自分の感情を露わにするこ
とのできる特異な男性でした。

正直なところ、あれほど感性の強い男性はかなり珍しかったでし
ょう。非常に厳しくも知性 のある人でした。父は外国語や旅行の
大切さを理解していました。仕事で国中を常に旅していましたし、
真珠、スパンコール、クリスタル、ラインストーンなどを買い付けに
ドイツ、フランス、チェコスロバキアにしばしば出張していました。
私にはいつも兄のうちの誰か１人が付き添ってきました。独りで
映画やコンサートに行くなどはもってのほかだったに、私が16歳
の時、父は私を独りでロンドンに行かせました。私は友人の家庭
に滞在しました。私の初めての「文通相手」の家です（当時の私た
ちはメールやSNS ではなく手紙を交換していたのです）。素晴ら
しい休暇を共に過ごしたこのホストファミリーは、ロンドンに移住
してきたロシア人で、マーブル・アーチ のそばに暮らす中流階級
の一家でした。
父は彼らを心から信用していましたし、私の英語上達が父にとっ
ては非常に大切でした。繰り返しになりますが、父が時代に先ん
じていたことが分かります。英語を流ちょうに話せることは、私の
キャリアにとって極めて役 立っています。私が若い頃は誰も英語
を流ちょうに話せませんでしたし（2018年の今でも、一般的知識
以上はそれほど普及していませんが…）、このスキルは私にとって
欠かすことのできないマスター
キーのようなものです。私はすで
にかなり内気でした。そこに下
手な英語が加わるのを想像して
ください…このロンドン旅行は
私が独りきりで外へ出ることを
許された本当に初めての体験で
したが、快活だったこの家族と
共にロンドンでとてもくつろぐこ
とができました。その家では２人
の娘のうちの１人が幼くして白血病で亡くなっていたため、私がそ
この娘、妹であるかのように深い心遣いとあふれる温かさで迎え
てくれました。その夏、私たちはテニスを楽しみました。平穏さに
包まれ、若く、何も思い煩うことのなかった私たち

美術館や劇場にも遊びに行ったりしました。コヴェント・ガーデン
にも初めて行きました。今でも私のお気に入りの場所の１つで、 
たくさんの思い出に残る夜がありますが、特に忘れられない日が
あります。ホストファミリーが舞踏家・ヌレエフをよく知っていて、
舞台のあとで彼に会わせてくれたのです！扉をノックすると、史上
最も偉大なダンサーが開けてくれました。彼は素晴らしい白のハ
イネックのアイリッシュセーターを着ていました。私はこれまでの
人生で、あのような挑戦的な面持ちと燃えたつようなカリスマ性
に出会ったことがありません。威風堂々と歩く彼の動きはまさに
虎のようでした。その瞬間から私は彼の一番のファンになりまし
た。ニューヨークのメトロポリタン歌劇場 にも、パリにも観に行き
ました。ヌレエフを最後に見たのは、残念ながら彼が最後に公に
姿を現した時ともなりました。それは1992年10月8日、パリでの
ことでした。彼はオペラ座で上演される「ラ・バヤデール」の振り付
けを監督していました。カラフルな大判のスカーフをショールのよ
うに巻きつけていた姿を覚えています。誰も彼の病状を正確に知
りませんでしたが、非常に具合が悪いのは明らかで、最後は運び
出されるような状態でした。最高のダンサーであり傑出したアス
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リートであった彼の肉体から力強さが奪われた姿を見るのはむご
いことでした。しかし、何ものもヌレエフからその堂 と々した比類な
き威厳を奪い去ること はできなかったのです。

翌年の1月6日、彼の死を新聞で読みました。それはつらい話でし
たが、あの夜、病状回復にはほとんど希望が持てないことを見て
いましたので驚きはしませんでした。ヌレエフは、優雅さ、力強さ、
そして詩的な美しさを動きの中に体現し、私にとってバレエを特
別なものにした表現者であり続けています。

私がオペラやバレエを鑑賞する時、必ずと言っていいほど父の思
い出が心に浮かびます。美術展でも同様です。芸術に対する私の
感性はすべて子どもの頃に父と訪れた博物館や展覧会に源を発
しています。あの当時の男性として、父は古い時代の名匠たちを高
く評価しましたが、私はまずモダンアートを、のちにコンテンポラ
リーアートを好むようになりました。物事に対する見方や世代は
異なりますが、私は父と同じ感性を譲り受けました。

父が手本を示して私たちに教え込んだ価値観は尊敬と忠誠でし
た。そして行動力の重要性もです。一方で、一切やらないと決めて
いたこともありました。自分では運転せず母にさせていたのです。
父が訪問した会社の外で、父を待つ間に母は車内でよく寝てしま
いました。父の厳格さにはどこか人の心を動かすものがありまし
た。父が母にバッグを贈りたい時はレジに行ってお金を払い、「当
然のことだ」と言ったものです。自分自身の店のレジにお金を入れ
ることが世界で一番当たり前であるかのように。
会社の直接の経営からは引退すると決めた父は、やっとできた休
養時間を楽しむのではなく、チャリティーや慈善事業への取り組
みに自分の時間を捧げるようになりました。父は子どもたちのた
めの施設として、 サッカー、ロ
ーラーホッケー、バスケットボー
ル、卓球、体操を行えるフォルテ
ィテュードというスポーツセン
ターを共同で設立しました。卓
球の選手たちはやがて中国にも
招待され、今度はチェルシーの
チームをボローニャに招いたり
もしました。
父はスポーツやレジャーに関し
ても大きなアイデアを持ってい
ました。

刑務所を出所した人たちの社
会復帰を支援するための協会
を設立し、また、他の人と共に

「pastor angelicus（天使の
牧者）」 を設立し、ホテルから滞
在を拒否された障害のある子ど
もを持つ人々のために50戸のミ
ニアパートを提供しました。

父が亡くなった時、FURLAは今
よりもずっと小規模でした。父が
現在の私たちを見たら、何と言
ったでしょうか？FURLAがどれ
だけ大きくなったかということよ
り、父の価値観に敬意を払いな
がら成長してきたやり方に誇り
を感じてくれるよう願っていま
す。一粒一粒真珠を加えるよう
に１つずつ店舗を増やし、１つ
ずつ成功させ、父がかつて行っ
ていたように気配りと愛情を持

ってそのすべてをまとめ上げてきました。

父は謙虚な人でしたが、喜んでくれただろうと思います。

将来について父がよくこう話し
ていたことを思い出します。「あ
らゆる大都市に店舗が１つ持
てたら、どんなにすばらしいだ
ろう」現在、私たちは世界中に
460以上の店舗を構えていま
す。
私たちはイタリアから始まりま
した。
主要な市場が変わったとして
も、
それは常に心に留めています。

Creativity
創造性は最終的な価格とは何の関係もあり
ません。
全く何も。
よい着こなしをするには多くのお金を費や
さなければならないと言うのと同じで、それ
は全く真実ではありません。エレガントであ
る必要があるのです。これこそが重要なの
です。
私たちは「アクセシブルラグジュアリー」 と
して誕生しましたが、この定義はあまりにも
多く盗用されてしまったため、自動車業界か
ら取り入れた「プレミアム」へと変更すること
を決め、それから「インクルーシブ」となりま
した。いわゆる「価格に対する価値」という
特徴を持つアクセシブルな製品を作り上げ
るのは、こういったあらゆる要素を考慮に入
れた熟練の錬金術を必要とする複雑なタス
クです。これまで私たちは自分たちの目標を
どうにか達成してきたわけですが、人々がそれを突然軽く考えた
りしないことを願います。非常に難しいバランスを取りながら成し
遂げるものだからです。

市場は変化しています。今日ではすべてが予測不可能なスピード
で変化しているからです。私がこのファミリービジネスのマネジメ
ントを初めて以来、くぐり抜けてきた変化の規模に適当な説明を
つけることは不可能です。すべてが常に変化し、年がら年中、絶え
間なく進化を遂げています。ファッション界で働くすべての人にと
って、自分たちの周りで起きている出来事は絶え間ない変化の源
を表していますが、時にファッションはそれを解釈し、予測するこ
とさえあります…常に―少なくともそれが興味深いものであるな
ら―明確なヴィジョンを提示し、そしてそれはこの業界では常に
考察され、解釈され、できることなら理解さ
れるべきものです。

会社を経営している者は、たとえそれが成功
を支えたものであっても過去の方程式にし
がみつくことはできません。他者はどんどん
前進を続けているのですから、劇的に遅れ
を取るリスクを冒してしまいます。世界中の
お客様は今やよく分かっています。デジタル
な世界の数千もの情報源によって「学んで」
いますから、遅れをとっている者には容赦あ

p. 23  ウーディネ県のポヴォレッ
ト 、マルスレ・ディ・ソットにある
マルゲリータの実家のカントリ

ーハウス

p. 23  ジョヴァンナ・フルラネッ
トと上４人の兄弟たち 。左から
パオロ、ピエトロアントニオ、カル

ロ、ジョヴァンナ、ダニエレ

p. 24  マルゲリータとアルド・フ
ルラネット、エジプトにて

p. 25  アルドとマルゲリータの結
婚式の写真

p. 29  2002年に
FURLA芸術賞を
受賞したアーティ
ストのシッシ 、自ら
の芸術作品である
「Oltre lo sguar-
do la corda lega」 
を着用。2010年秋
冬の広告キャンペ

ーン画像

p. 31  シッシが監修
した2012年春夏
の広告キャンペー

ン「FURLA and I」

シンプルさとは、当たり前のものを差し引き、
意味のあるものを足すことである。 
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りません。うまく機能していないブランド以上に最悪なのは取り
残されているというイメージを与えてしまう退屈なブランドです。
私が若い人たちに囲まれているのを好むのはそのためです。私の
好みは否応なしに自分の年齢、教育、自分が生きてきた世界から
影響を受けています。

だから今、どんな形状やフォルムでも新しいものに道を譲りたい
と願うのです。

何か独創的なものが市場に発表されると、ファッション業界内の
人間はその弱点や、オリジナル性に乏しい部分に注目する傾向が
しばしば見られます。これは大きな間違いだと思います。別の質問
を考察するほうがより深く、確実により論理的です。つまり、ある
特定の時期にブランドの成功にとって効果をもたらす要因は何な
のだろうか？と。

イヴ・サンローランは存命中、あるいは少なくとも若い頃、何十年
も賛否両論を引き起こしました。そしてエディ・スリマンがこのパ
リのメゾンの舵を取った時も同様です。顧客であると同時に、１人
の起業家としての私が個人的に好む興味深い方向へと進みまし
た。トム・フォードによるグッチとアレッサンドロ・ミケーレによるグ
ッチがありますが、一方をセクシーな観点から定義し、もう片方を
どことなくヴィンテージなマキシマリズムの表現として定義するの
は誤りです。なぜ消費者にその具体的な美的スタイルや驚くほど
整ったヴィジョンが特に求められていたのか、その理由を理解す
るほうがもっと興味深いことです。スティーブ・ジョブスがよく言っ
ていたように、重要なのは世間の人々が欲しがっているものを彼
らよりも先に見つけ出すことです。これは非常に大きな違いです。

サンローランやグッチの例は１つの本質的な事柄を説明している
と思います。最も力のあるブランドでさえ、誰かの個人的な解釈、
個人の感性というフィルターを通して機能しています。そうでなけ
れば、最も恐るべきリスクが常に身近につきまとったままです。つ
まり、退屈なアイデアは急速な顧客（および収益）の流出につなが
るということです。

これまでいつも私はFURLAの歴史を考慮しながら、会社に入っ
てきて個人的解釈をもたらすような創造力の持ち主たちにチャン
スを与えようとしてきました。もちろん、彼らは私個人では行わな
いようなことを提案してくるかもしれませんし、良いバランスを保
つのはいまだに難しいことは率直に認めます。私は彼らが創造的
でいられなくなるような検閲や拒否権は持っていませんが、自分
の見解を述べる権利―そして義務―はあります。でしゃばること
はしません。そこには繊細なバランスがあります。私は確かに自分
の意見を述べますが、それはかすかに聞こえる程度です。私には
大きな責任があります。

権限を委譲できるというのは大変なことですが、それは会社の存
続を保証することを意味します。「全部やる」というような哲学に
従う人は、じきに自分が時代遅れの会社を経営していると気づく
でしょう。この業界内やその外にもこうした状況を示す事例はあ
ります。ファミリービジネスでは、結局多くがこうした自然でそして
ある意味人間的なミスを犯してしまいます。私が説明しているよう
なレベルのバランスを維持するのは困難を伴います。私の日々の
仕事には、私たち全員をここま
で導いてくれた会社のDNAを決
して忘れることなく、他者とその
視点に対して深い敬意を払うこ
とも含まれます。

FURLAは１つのブランドです
が、長年にわたり会社が多くの
人の貢献と共に明確に表現して

きた特定の嗜好を体現したものでもあります。アーティストのマウ
リツィオ・カテラン は、とてもウィットに富み、知的で、自分を皮肉
る（私にとってかなり重要な資質です）男性ですが、
彼が言ったある言葉に本当に共感しました。彼は、贅沢とは私た
ちが簡単に買えるものを手放すという意味だと断言したのです。

Method
FURLAはビジネスメソッドでは
なく、感性です。

メソッドではなく、会社そのも
のの物語です。たった１人の人
間が作り出したビジネス―他
の人からの影響を受けることな
く―は、特別なアイデンティティ
と脈 と々受け継がれた独立心に
よって特徴づけられています。

自分の感覚や考察に耳を傾けることが父から学んだ多くのレッス
ンの１つです。父はいつでも私を信頼してくれました。若くして結
婚した私が―７人兄弟の中で最初―会社を去ったあと、父は午
後の間だけでもいいから戻ってくるようにと頼みました。当時、父
と兄たちであるパオロとカルロとに分配されるリミテッド・パート
ナーシップ の形態を取っていました。父は私に自分の持分を残し
ました。私は２人の子どもを持つ妻で、午後だけという形態で働
き始めましたが、そのうちにFURLAが私を完全に飲み込みまし
た。FURLAは片手間にはできない会社です。多くを与えてくれま
すが、同じくらい多くを要求して
きます。これは、私たち兄弟姉妹
が経験したことであり、私の夫
も私と一緒にいる間経験しまし
た。いつでも資金調達を自社だ
けで行える状態でいるべきであ
ると私は信じています。
FURLAは有力で大胆なリテー
ルを行ってきましたが、決して
軽率ではありません。世界に出
れば出るほど、少女の頃から私
が感じていたことに納得がいく
ようになりました。すなわち、イ
タリア、そして私の街には大きな
問題があるということです。中期
的・長期的ヴィジョンが欠落し
ているのです。誰もがすぐに結果
を出したがり、短期的な満足を
追い求めています。私は自分の
価値観と一致させながら会社の
基盤を築くよう心がけ、一貫性を築く努力を
してきました。かつて政治家・グイッチャルデ
ィーニも言ったように、細部だけに注目する
のではなく、常に一歩退き、大局的に見るよ
うにしています。

正直なところ、マネジメントに関する本を執
筆するのは私にとって困難を伴うでしょう。
たとえそれが私の選んだ職業であり、運命
が私に用意したものであってもです。感性を
決まったやり方や処方に要約することはで
きません。好みと同様で、方程式に変換する
ことは不可能なのです。

pp. 32-33  サックスによる1993
年の広告キャンペーンの画像

p. 39  フィレンツェの店舗 写
真：FURLA社内アーカイブより

製品デザインが王であり、価格決定が女王である

p. 37  ミシェル・コスタトとその息
子のジュゼッペ

p. 40  上海のシティックの店
舗 写真：FURLA社内アーカ

イブより

p. 41  上海のシテ
ィックの店舗 写

真：FURLA社内ア
ーカイブより
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ビジネスの世界で必要とされる
戦略的意思決定に関して、もし
FURLAメソッドというものがあ
るなら、それは感性を意思決定
に取り入れたことだと考えてい
ます。何年も前に、ボローニャの
ウーゴ・バッシ通りに建つ歴史
ある建物の１階の店舗で生まれ
た思慮深さです。それ
から、マルコーニ通りのもっと近
代的なビルにできたもう１つの
店舗でも。父は建築家のレオー
ネ・パンカルディに、空間をアク
アマリン、淡いライトブルー、ラ
イラックといったパステルカラ
ーで装飾させました。そして、何
から何まで趣味のよいものを選
び、基本的にはファッションアク
セサリーのセールスのために、イ
タリアではまだ珍しかった素晴
らしいショールームを作り上げ
ることに成功しました。当時は
前例のなかったことですが、数
年の間には標準となりました。

繊細な色合いが特徴の細長い
空間に、製品が種類ごとにきち
んと並べられていました。ボロー
ニャのような街では珍しいこと
でした。私は常にアイデアに敬
意を払ってきました。マーケティ
ングの気取った言葉にもあるよ
うに、製品は美しいものである
と同様に、丁寧に作られ、本物
らしさを伝えるものでなければ
なりません。しかし、ファッション
は製品そのものだけではないで
すし、それはあり得ません。そし
てその方がもっとずっと面白い
のです。

ファッションの基準になるほど
の成長を遂げた会社はどれも互
いに異なっていますが、１つの
共通する特徴があります。明確
な美意識をブランドのアイデン
ティティに転換していることで
す。私は「ブランド・エクイティ（
ブランドの資産価値）」という用
語を好みません。それはすべて
をデータに要約してしまうよう
な言葉だからですが、ブランドの信頼性はその価値観に基づいて
おり、それがすべてというのもまた真実です。１つのコレクションが
うまくいかなくても次回、修正することができます。一方で、信頼
性の問題ははるかにデリケートです。40年前、私たちは基本的に
既製品に特化していましたが、ワークメソッドに関するアイデアは
明確でした。

1977年、約2,000平方メートルを占める卸売り向けの販売拠点
が誕生しました。利便性の高い、戦略的な場所に位置する建物で
す。製品を購入すれば、翌日には店舗内で販売する準備ができ、
週ごとや月ごとで製品をストックすることができます。ここでサプ
ライヤーと多くのコラボレーションを行い、FURLAのデザインや

ロゴが作り出されました。すぐに外国人顧客がつきました。アメリ
カ、日本、ロシア、オーストリア、ギリシャ人、皆、きっちりとした美意
識と非常に市場性のある製品に魅了されてのことでした。顧客た
ちはアクセサリーを詰め込んだカートと共に待っていて、ハンドバ
ッグが登場した時には奪い合いになり、1500個が瞬く間になく
なったものです。
自分たちの店舗のオープンは、会社の成長と私たちのワークメソ
ッドの定義にとって欠かせないもう１つの要素でした。兄のカル
ロとパオロと私がブランドを海外に拡大するという点で意見一致
した時、私たちはグローバルに展開することになるなどとは思っ
てもいませんでした。父はFURLAの店舗－私たちの会社の成長
という首飾りの真珠の一粒一粒－をイタリアのあらゆる大都市に
構えることを夢見て亡くなりました。すぐに店舗のロケーションが
重要なトピックとして浮上しました。それは高すぎる賃料や法外
な費用がかかることにとらわれず、適切な並びの通りにある適切
なロケーションを選択することでした。一定の数字を達成するた
めには―私たちには達成できると信じていて、その通りになりまし
たが―世界の主要なファッション都市で特定のポジションを保持
することが必要だからです。極めて高いコストがかかることは疑い
ようがありません。特に自己資金調達によるビジネスにとっては。

しばしば可能な限りの高価格を提示されましたし、現在でも同様
です。私たちのように小中規模の店舗を占有するのが最も高くつ
くのです。３階分に広がるようなメガストアのほうがずっと安価で
す。これは全世界的に、たとえショッピングエリア外でも適用され
る不動産のルールです（３部屋付きのアパートメントは、ワンルー
ムのアパートメント３つほどのコストはかかりません）。

ですから、FURLAの歴史は兄たちや私が夢見てきた店舗の具体
的な拡大の歴史でもあるのです。例えば、スペイン広場にあるロ
ーマ店は、どのような観点で見ても世界の中心に位置し、戦略的
な店舗というよりは業績を象徴するものです。昨年、雪のスペイン
広場で撮られた写真が私にとって大きな意味を持つのはそのた
めです。

中国、上海のフラッグシップストアは、中国での当社の懸命な働
き・努力とその成果を象徴し、私たちを誇りで満たしました。この
複雑なマーケットで日の目を見るために10年以上にわたり尽力し
てきました（また、ここに至るまでにはジョイントベンチャーパート
ナーのFung グループ の支援も忘れることはできません）。私はイ
タリアファッション協会と共に第1回中国・
イタリアファッションサミットに招待されま
した。８日間にわたり中国で開催され、この
すばらしいコンファレンスに政府のゲストと
して参加し、デザインのシンプルさが持つ力
強さや、究極の目標としてのシンプルさにつ
いてディスカッションを行いました。

私は招待を受けていましたが、出発前に日
常雑費用に少しドルを両替して来ました。と
ころが、中国側は私に財布を触らせません
でした。一度もです。中国流のもてなしとい
うことです。 私はただの１ドルも自分で払う
ことができませんでした。中国式の巨大な庭
園 でのことを今でも覚えています。ファッシ
ョンブランドの作り方について誰もが正確
で具体的な質問を繰り出してきて、理解し
たがっていたのです。そこにはあらゆる考え
方に基づく大いなる好奇心がありました。
私はコンファレンス開催のために中国に行
きましたが、私自身が学んだものの方が大
きかった気がします。

p. 42  2011年、北京でイタリア
ファッション協会 と中国ファッシ
ョンウィーク協会 により開催さ
れた第１回イタリアンファッショ
ンサミットにスピーカーとして参
加したジョヴァンナ・フルラネット

p. 43  2016年、上海の店舗のオ
ープニング 写真：FURLA社内

アーカイブより

p. 43  コレクションの発表に向
けて開催されたFURLA香港 で

のパーティー
p. 45  ブロンプト
ンロード店のオー
プニングに向けて、
ロンドンのサーペ
ンタイン・ギャラリ
ー で開催されたデ
ィナー。芸術界（キ
ュレーター、ギャラ
リーオーナー、アー
ティスト）、ファッシ
ョン界（ディレクタ
ー、ジャーナリスト）
から選ばれたゲス
トも招かれた　写
真：FURLA社内ア

ーカイブより
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FURLAの長い旅路で得た心象には―人生が私に気前よく贈っ
てくれたポストカードや希少な真珠のように―決して色あせない
思い出もあります。香港のスタッフがガラディナーで着用した伝統
的なチャイナ服は、ウォン・カーウァイ 監督の映画『花様年華（か
ようねんか）』 を思い出させました。モスクワの赤の広場で100名
の招待客のために催されたディナーは素晴らしく最高のイベント
でした。

完璧なセッティングで全員が同じ身長の50名のウェイターがほと
んど軍隊のような正確さで同時にゲストにサーブするのです。ウェ
イターが同時に一斉にサーブするのを練習していたと思われるそ
のリハーサルに列席したいと思
わせるほどまでに印象的で見事
なイベントでした。非常に有名
なディナーの席などでも、これま
で見たことのないものでした。あ
のモスクワの夜は、今でも忘れ
られない非常に素晴らしい事の
ひとつです。

緻密であることの美しさには、
飾りはなくともディテールには
途方もない配慮がなされていま
す。なぜなら真のシンプルさとは
決して平凡ではないからです。

Franchising
フランチャイズはFURLAの成
長にとって根本的要素の１つ
であることは間違いありませ
ん。1970年代当時を振り返る
と笑ってしまうのですが、当時あ
まりにも未熟だった私はこの言
葉の意味を英語の辞書で調べ
なければなりませんでした。会
計士たちでさえ、分かっていま
せんでした…フランチャイズがど
ういうものなのか、この種の契約にどのような規制がされている
のかは不明瞭でした。当時イタリアで採用していたのはベネトンだ
けだったのです。

ようやく、その都市での独占権を提供するような１ページの契約
書を簡単に作成できるようになりました。私が誇りを持って言え
るのは、さまざまな理由によって営業の停止を決めた小売店の中
には涙を流してくれる人もいたということです。彼らは私たちを心
から大切に思ってくれました。このことは仕事上の関係を超えた
ものであり、常に私を感動させます。この間に、フランチャイズのお
かげで、私たちはブランドの認知度を広め、確実な投資を期待で
きるチャンスを小売店に提供することができました。中には100
万リラ分の製品を仕入れ、5～60万分を販売したあと、再び仕入
れるところもありました。レザー業界およびイタリアでこれを行っ
たのは私たちが初めてでした。レザー業界の私たちは明らかにベ
ネトンとは異なるタイムフレームで動いていました。彼らには製品
が仕上がってから染める製品染めが出来るという利点がありまし
たが、私たちには仕上がったハンドバックを染めることができませ
ん。レザーはドラム染色 をする必要があります。

不利なタイミングや、エージェント、代理店、展示会がないという
障害にもかかわらず、依然として顧客はやってきました。どうして
でしょうか？単純に私たちの製品をどこかで見たことによってで
す。他のデパートで私たちの製品を見たことが連鎖反応を生みだ
し、世界の主要国にこのブランドをもたらすことになりました。私
たちの製品は、トスカーナの（当時は）小さな専用工場で製造さ

れ、毎朝運ばれていました。こうして、数年のうちに毎年50万点も
の製造数を数えるようになりました。。

徐々に新製品を加えていきました。真珠のネックレスの考え方に
戻りますと、真珠を製品に加えることで、ネックレスがより豊かに
なります。最近の言い方をすれば、ライフスタイルを豊かにすると
いうところです。 そしてすべての製品が「ちょうどいいタイミング」
でした。当時は今より競争も少なく、マーケットも飽和状態ではあ
りませんでした。インターネットはありませんでしたし、コミュニケ
ーションはもっとゆっくりでした。すべてが異なっていました。

けれども、製品の販売準備が整った数時間後の店舗では、お客様
たちがほとんど争うようにしてバッグを手に入れていました。

当初、フランチャイズはイタリアで大変注目されていました。都市
での独占権があり、ロイヤルティーはなく、最終的な価格について
はさらなるステップを必要としました。
これがFURLAの小売り拡大の始まりであり、あらゆる利益とリ
スクを含んでいました。というのも、会社には生活を保証すべき
2,500名の従業員がいて、これではまったく予測不能な波をサー
フィンするかのようだと気づく瞬間がやってくるからです。この市
場の進化には大勢が不意をつかれました。当初はほとんどイタリ
アだけで操業していましたが、現在、イタリアが売上に占める割合
は約15%です。

さらにUターンが必要になりました。フランチャイズ店から製品を
より高めた店舗が必要だったのです。世界中での共通価格を定め
ることが極めて重大でした。特に絶対に間違いのない検索エンジ
ンを提供するインターネットが普及したのですから。

FURLAの歴史は直感の歴史でもあります。
市場での主要なポジションにはこの能力
なしでは到達できません。一例を挙げるな
ら、YOOX NET-A-PORTERです。創業者
兼CEOであるフェデリコ・マルケッティは優
れた起業家であり、常に大胆で極めて勤勉
に働く人物で、このビジネスモデルに全身全
霊をささげています。売れ残った商品（売れ
残り品はかなり複雑で扱いが難しい）を扱
い、その上大企業が信用しなかったビジネ
スモデルに賭けました。高価な製品を見るこ
とも試着することもせずに購入し、スタート
アップから資本金530万ドル企業への成長
を遂げました。 すべては直感の力に基づい
たもので、他者がリスクを冒さない所へ入っ
ていったのです。

Paolo and Carlo
兄のパオロが管理責任者でカルロと私がマ
ネジメントを監督し、私がクリエイティブ部
門の代表も務めました。父が設立したファミ
リービジネスに関わる３人の兄弟（７人のう
ち）です。とてもシンプルなやり方で、非常に
イタリア的です。

現在では奇妙に見えるかもしれませんが、
パオロとカルロと私に成功の秘訣があった
としたら、それはまさにシンプルさでした。カ
ルロは物事をまとめあげる能力に長け、非
常に頭脳明晰でした。アイデアが混乱してい

pp. 46-47  プレス、キュレータ
ー、セレブリティ、在モスクワの
イタリア大使、イタリア領事が出
席し、赤の広場のロシア国立歴
史博物館 で開催されたイベン
ト　写真：FURLA社内アーカ

イブより

p. 49  ヴェローナの店舗　写
真：FURLA社内アーカイブより

p. 55   
パオロ・フルラネ

ット

p. 51  FURLAの店
舗をマスカットにオ
ープンするようオマ
ーン国のプリンセス
から送られた提携

の依頼書

愛こそが答え
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ると人生においても仕事においてもどこに
も導いてくれません。パオロはすば
らしい直感を備えた審美眼の持ち主でし
た。40年前に、彼は私たちの会社にとって日
本がいかに重要な存在になるかを理解して
いました。また、米国での展開にも積極的で
した。勇敢にも米国が海外進出におけるも
う１つの基本市場だと考えて いたのです。
パオロは素敵なものを取り扱うには、素敵
なことや素敵な場所を愛し、理解しなけれ
ばならないということを示してくれました。
彼はそれがどこなのか誰も知らないうちか
ら、よくセント・バーツ島を訪れていましたし、パリの展覧会にもよ
く行きました。まだフライトが少なく、今日のようにヨーロッパが
狭くなかった頃です（まだ国境が存在し、通貨も異なっていまし
た）。しかし、彼の持つ最も特別な才能は、他の誰よりも先に美し
いものを見極める力でした。映画スターのようにとてもハンサム
で、際立つ個性と類いまれな人格の持ち主でした。

パオロはサックス・フィフス・アベニューのようなニューヨークの大
手デパートとの交渉を担当していました。彼は人々の記憶に残る
人物でした。パオロが亡くなった時、アメリカ人たちはニューヨー
クにあるセントパトリック大聖堂へ向かい、彼のために礼拝を捧
げてくれました。そのユーモアのセンス、生まれながらのエレガン
トな語り口は忘れられません。視線を向けるだけで家族を１つに
まとめることができました。会社の本社として機能する重要な拠
点を取得しようと決めたのもパオロでした。FURLAが特別な会
社になることを熱望するのなら、ありふれたオフィスではいられな
かったからです。彼は実際に特別になるためには特別な気分を味
わうことが必要だと理解していたのです。

パオロはその本社家屋を見るこ
とはありませんでした。カルロと
私がボローニャの外れにその建
物を購入したのは彼の亡くなっ
た翌年、1990年のことでした。
カルロはハンサムで力強いスポ
ーツマンでした。兵役中は、アル
ピーニ（イタリア陸軍山岳師団） 
に所属していました。冬はスキ
ー、夏はハイキングを得意とし、
彼は間違いなく山が大好きでし
た。サイクリングやテニスも楽し
み、友人に囲まれていました。
仕事に全力で取り組み、彼は
いつも落ち着いていて、顧客や
サプライヤーに愛され、また彼
も全ての人を尊重していまし
た。1998年に、社長でありCEO
であったカルロも50代で亡くな
りました。そして私の肩にかかる
責任の量は３倍になりました。
その重さを感じることはありま
せんが、父や兄たちの存在は確
実に感じています。彼らが行って
きた仕事を任せられたのは運命
だと感じるのです。

No Fur
2018年の春、11月より展開す
る2019年のクルーズ・コレクシ
ョンから完全なファーフリー（毛
皮を扱わない）を開始すること
を表明しました。メンズもウィメ
ンズもすべての製品でフェイク
ファーのみを使用します。近年、
会社は飛躍的な成長を遂げま
した。コレクションからあらゆる
種類の動物由来の毛皮を排除
することは、私たちが環境に対
する意識を常に高めていること
を証明しています。責務として、礼節として、この会社にいる私たち
全員が環境に特別な関心を払っています。

市 場 でのエシカルな 製 品 への 需 要 が 増 す中で、そうし
た要 求に注目し耳を傾けるのは至 極当然です。また、最
近の技 術 進 歩を検 討することによって、伝 統 的な毛 皮に 
代わる有効な代替品が可能になり、
2019年に動物の毛皮に頼る必要がなくなりました。

これは感性の問題です。私がベジタブルタンニングでなめしたレ
ザーのバッグを持つようになって随分経ちます。このレザーは他
のレザーに比べ、製造過程で汚染された排出物を伴わないという
点で劇的に適切な素材です。

バッグのレザーを染めるのに使用される完全に「植物由来の」ベ
ジタブルタンニングもあり、効果も全く申し分ないことは考慮すべ
き重要なことです。2017年に発売されたMantra コレクションは
好評と共に完売しています。

私たちは市場の要求に耳を傾けなければなりません。ソーシャル
メディアを使えば、顧客との会話が自然に行えます。製品を購入し
使用する人たちと直接コミュニケーションを図れるツールを持つ
ことは、ファッション界にとって利益でしかないと確信しています。
私は自分の店舗に足を運びますが、そこでずっと過ごすことはで
きません。そうしたいのはやまやまですが…特にファッション業界
では、経営者なら誰でも自社の店舗でもっと時間を過ごす機会を
持ち、買う買わないにかかわらず、見るだけだとしても実際に店舗
を訪れるほど自分たちの製品に関心を寄せてくれる人たちは、ま
さに自分の目で見て、理解したいと考えていると思います。人は製
品そのものよりも先に、何をブランドに求めているのでしょうか？
質の高い製品と価値観を提供するというメゾンのアイデンティテ
ィは、今では当たり前のこととなっています。 

私は個人的にはソーシャルメディアを利用しませんがとても魅力
を感じています。それはとてつもなく貴重だと考えられるある種の
近道を提供してくれるからです。ファッションにおけるファーフリー
について言えば、時代の動きとなっていると言えます。ロンドンの
セルフリッジのような大手ブランドでさえ、ノーファーポリシーを
採用しました。

LEED 認証（エネルギーと環境デザインにおけるリーダーシップ） 
は、商業用・住居用の建物や建物のデザインのサステナビリティ
に特化した自発的な認証プログラムです。エネルギーや水の節
約、二酸化炭素排出の削減や材料の品質などが含まれます。ミラ
ノのドゥオーモからわずか数歩の場所にあるパラッツォ・リコルデ
ィ のミラノの本社がLEED のゴールド認証を受けたことは喜ば
しい成果でした。

2017年は私たちにとってこれまでで最高の年であり、非常に満
足のいくものでした。しかし、変化に対してオープンであることをす

p. 57   
カルロ・フルラネット

p. 65  フェイクファーのバッグ　
写真：マッシモ・ビアンキ

pp. 58-61  サン・ラッザロ・デ
ィ・サーヴェナ（ボローニャ）

のFURLA本社、ヴィラ・ベッラ
ーリア

真の贅沢とは
あなたが簡単に買えるもの抜きで済ませること
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べての人に示しながら、私たち
はまだ前進し続けなければなり
ません。物事がうまくいっている
時だからこそ、です。

時と共に習慣や考え方は変化し
ます。今日、FURLAをファーフリ
ーに導いたことを嬉しく誇りに
思いますが、これまで私が毛皮
を持たなかったわけではありま
せん。時代が違いましたし、今で
は時代遅れと思われてしまうか
もしれない見解ですが、心に残
っている逸話があるのでお話し
たいと思います。

それは兄のパオロと私が、彼の家があったローマで週末を過ごし
た時のことです。
独身だったパオロは私の子どもたちをかわいがり、私をいつもお
姫様のように扱いました。彼はよく週末をローマで過ごしました
が、しばしば私を招きました（夫はこれに少々嫉妬していました）
。それは1980年代初頭で、まだ毛皮が流行している頃でしたが、
私は自信を持って愛用のコートを着ていたものです。
ある時、パオロが私をフェンディに連れていきました。私は兄が自
分のために何かを買うので私のアドバイスを必要としているのだ
と思いました。

彼は私を上の階に連れていきました。毛皮のコートを販売してい
る場所です。私はジーンズをはいていました。ホワイトジーンズに
ティンバーランドのシューズとブルーのジャケットです。まるで昨
日のことのように覚えています。
私はフェンディのブティックの上階に行ったことはありませんでし
た。毛皮のコートを持っていなかったのです。パオロが毛皮を見せ
て欲しいと具体的に頼むと、店員はラガーフェルドのすばらしい
独特のデザインだけが作り出せる、驚くようなアイテムを見せ始め
ました。大胆でありながら極めてフェミニンなコートでした。２点
を試着しました。１つは素晴らしい明るいヒョウのもので、もう１
つはほとんどブラックに近いような暗いサガミンクでした。選ぶな
んて不可能でした。どちらも傑作です。パオロが言いました。「両方
いただこう」。それが私の兄のパオロという人でした。
そしてボローニャに戻ると、兄は夫に言いました。「こうしよう。１
つは私からのプレゼント、もう１つは君からのプレゼントだ」２点
のコートはまだまだ現役ですが、長いこと着用していません。お忍
びであっても着ていこうとしませんでした。新品です。仕事で着た
ことは一度もなく、休日に山の斜面で着ただけ、それも流行してい
た当時だけのことです。時代が違いました。考え方も違いました。
すべては流れゆきます。それがファッションであり、何よりもまたそ
れが人生なのです。

Japan
1888年、ヴィンセント・ヴァン・
ゴッホが弟のテオに書いた言葉
は 、毎回読むたびに私を深く感
動させます。それは現在書かれ
たとしても何の違和感もありま
せん。この偉大な画家は日本の
芸術独自の明瞭さ、着目点を羨
望し、それを見事に呼吸のシン
プルさに喩えました。呼吸をする
ように描くこと。日本の芸術の力
みのなさを包含するこの深く詩
的なアイデアに私は強く心を動かされます。私の人生に刻まれた
芸術とは、伝統的な教育を受けてはきましたが、長年にわたる習

慣の影響でもあるコンテンポラ
リーアートです。それでも偉大
な日本人アーティストは依然と
してインスピレーションを受け
ています。ヴァン・ゴッホは、ごく
小さなディテールまでも分析す
る日本人の能力を称賛してい
ました。１枚の葉が自然、風景、
そして人物の画へとつながって
いき、人物画が全体の中の一部
となる。日本人独特の見事なアイデアは私を感動させてやみませ
ん。
シンプルさの美。調和。優しさ。これが私にとっての日本です。
FURLAにとって1980年代は米国に向けられた時期であり、私た
ちの業績において最も重要な思い出（今となってはもう30年以
上前ですが）と結びついています。1990年代はアジア進
出の時期でした。兄のパオロはいつも言っていたものです。

「FURLAは日本に行かなくては。日本に…」と。兄は1989年に
亡くなり、1990年の6月に私は１人で東京へと向かいました。本
当にたった独りでエコノミークラスに乗り、ポケットにはデパート
の住所が２つ３つ入っていました。それだけです。誰もが英語を話

すわけではない国で、ひと言も日本語を話さないのです。しかしな
がら、伊勢丹と大丸はすぐに私たちがしていることを理解してくれ
ました。FURLAの美意識は彼らの感性と非常に近いのです。それ
は特別な親和性 のようなものです。

私は日本人ほどイタリアを愛する人々がいるとは思いません。彼
らは私の国を知っています。大抵、一度ならず訪れているからで
す。私たちの文化を愛してくれますし、私が限りなく美しく豊かだ
と感じる彼らの言語や文化を西洋人が学ぼうと努力をする時に、
彼らがどれほど感謝してくれるかに心を動かされます。

日本人の顧客がボローニャを訪れたのを覚えています。私たちの
食べ物に感激してくれたのですが、ボローニャソーセージの小さ
な角切りを用意してほしいといつも頼むようになり、これには閉口
しましたが構いません。日本人の顧客には品質という点において
並ぶもののない能力があります。よくできていないアクセサリーを
見分けたり、そこにある品質を理解することにおいて、日本以上の
国はありません。

イタリア製は非常に高く評価されているため、私たちが初めて東
京で開いた記者会見にはあらゆる出版関連から30～40名の記
者が来ていたのを覚えています。私たちにとって、現在日本は欠か
せない市場です。何年にもわたり、FURLAの最重要市場となって
います。総収益の24%を占め、イ
タリアを上回っています。日本人
の顧客は、FURLAのデザインが
持つイタリアのエッセンスを評
価してくれています。購入後のア
フターサービスや（これもそうだ
と思いたいのですが）相手への
対応の仕方を特徴づける、会社
としての礼節といったものです。
日本には90を超える店舗を構
え、新たに移転したオフィスとシ
ョールームを開設したばかりで
す。FURLAは日本に469名の
従業員を抱え、ほとんど伊日企
業であると言いたくなるような
気がします！
妥協の無い完璧な品質を求め
る会社として、日本人と働くこと

p. 69  伊藤忠のライセンス獲得
を発表する東京での記者会見

p. 67  ベジタブルタンニングでな
めしたカーフスキンを使用した
Mantra コレクションのバッグ

p. 71  日本人従業員たちとジョ
ヴァンナ氏 

p. 71  東京のイタリア大使館が
主催したディナーのメニュー
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は有意義であり、学びとなりました。店舗や小売りチェーンの販売
員と最終消費者の双方に正確さや細部へのこだわりがありまし
た。こちらが誠実に接すると、彼らは大変な忠誠心を示してくれま
す。その代わり、彼らの期待に応えることができないと、信頼を取
り戻すのは大変難しく極めて困難なのです。大いに学んだ経験で
した。
イタリア大使館でコレクションを発表したことも２度ありました
し、東京・銀座で見た落ち着きがありながらも明らかに華やいだ
日本人の姿を覚えています。銀座の中心地の４丁目交差点に構え
たストアのオープンを祝いました。その交差点
では、毎日85万人もの人々が往来する、銀座でメインとなる通り
です。イタリアの交通事情と単純な気質のイタリア人を抱えるイ
タリアの都市に同じ交差点があったら、と考えると恐ろしくなりま
す。その店舗は非常に重要な投資でした。しかもオープンに向け
ての打ち合わせは電話でやりとりが行われたのです。14年も前の
話ですが、当時の物価から見ても大変高額な投資でした。大手の
高級ファッションブランドがその場所を求めてきたこともあります
が、私たちは譲りません。あの場所は私たちが最も誇りに思うロ
ケーションの１つです。当時、香港のパートナーである荻野正明氏 
から100本の白いバラの見事な花束を受け
取りました。私は決して忘れないでしょう
10年前、FURLAの創設80周年を祝う式典
を東京都現代美術館で行いました。日本は
FURLAの美意識と共に同じ精神を共有し
ています。幸いにも、日本という国はいまだ
に礼節を基本としている国なのです。他者に
敬意を払い、年長者を称賛します。女性たち
は世界でも最高レベルにエレガントだと思
いますし、私は彼女たちを見る
のが大好きです。

また、日本では男性がウィメン
ズのハンドバッグを自分用に買
ったりもします。他の人たちに比
べバリアが少ないのです。これも
日本がとても特別な理由の１つ
です。

Identity
私は振り返るのが好きではありませんが、時
折振り返ってみると特に一定の成果を必ず
必要とする投資の量を考えてみれば、私たち
は不可能と思われてきたものを作り出した
と実感します。どのように行ってきたのでしょ
う？真摯に取り組んだだけです。私たち家族
は決して船やフェラーリといった贅沢品に
夢中になることはありませんでした。私は繰
り返し同じものばかり購入するので、自分の
子どもにも叱られるほどでしたが、これが私
たちのやり方です。
すべてを会社に再投資するのです

これも100%父から譲り受けた性質です。多
くの人がそういう贅沢品に耽溺することに私は当惑してしまいま
す。それはその人たちにとって楽しいことなのだろうと想像します
が、自分自身の楽しみには当てはまりません。私はジャック・ラッセ
ル・テリアのジェロームと過ごすほうを好みます。目立ちたがりで
独立心のある強い犬です。素晴らしい品種で非常に知性もありま
す。私には犬と、大勢の友達があり、ソーシャルライフはほとんどな
く、休暇はいつも同じ場所で過ごします。 私は仕事―職業的な成

功―をたくさんの物や楽しみを買うための手段と考え

たことは一度もありません。そういうタイプの人間ではないので
す。私はかなり内気な性格です。これも家族から受け継いだ特徴だ
と思います。いつもその場を離れたい欲求がありますし、イベント
の席では常に誰よりも先に立ち去ります。私生活でも仕事上でも、
多額の予算に感銘を覚えたことはありません。予算が足りなくて
も、能力によって大きく埋め合わせられると強く確信しています。
逆に、予算が潤沢にありすぎるとしばしば透明性が失われると考
えています。

明確なアイデア。それがFURLAのDNAです。私たちは品質、信頼
性、スタイルを求める女性たちに向けてバッグを作っています。伝
統的な高級ブランドと異なる価格で。率直に、FURLAはひとりひ
とりの顧客に最大限の敬意を持って接し、細部にまでとことん注
意を払います。この原則に対する私の信念は揺るぎません。エルメ
スを買うことができない人でも美しさや品質を手に入れることは
できるのです。

私個人はあまり頻繁にショッピングには行きません。おそらく私
はとても好みがうるさいのです。そして私たちの顧客にも好みがう
るさくあってほしいと思いますし、決して私たちが慣れきっている
とは感じてほしくありません。私は製品に囲まれて生活しています
し、自分が着ているブランドに対してとても忠実です。それは基本
的にたった２つです。将来は？やがて分かるでしょう。 「顧客のロイ
ヤルティーこそが土台だ」父は飽きることなくそう繰り返したもの
です。会社、あるいは人に敬意を払われていると感じる人は同様に
敬意を返してくれます。FURLAの旅路はそのアイデンティティを
作り上げてもきました。当初、製造は外部の会社に頼っており、そ
れからロゴをつけて直接扱うようになりました。父は商人でしたか
ら、これは極めて大きな移行でした。父はさまざまなブランド、特に
レザーグッズを扱っていましたが、ハンドバッグに注力することを
決めたのは私です。自分たちのロゴをつけた製品を売る時が来た
と感じました。ウーディネのそばのフリウリの工場で1000個のバ
ッグを製造しました。それが初めての大量生産でした。

特別に生産されたラバーを使用し、レザーで仕上げを施した若者
向けのバッグでした。持ち手にラバーとレザーを使い、ラバーのフ
ラップにはレザーでパイピングを施しました。初めて工業用の材料
を使用したのです。非常にシンプルながら独特のクロスボディバッ
グが、素材の組み合わせによって若 し々く、機能的で、革新的なア
クセサリーへと変身しました。1000個を発注しました。私たちの
ロゴ付きです。このアイデアは本当に楽しかったです。1980年代
において、それは成功を遂げた実験でした。1000個は大量に思
えましたがいとも簡単に売り切れました。そしてそれが出発点とな
り、発表される他の製品にも常にFURLAのロゴが施されました。
スタイルも私たちが選択し、ディレクションしたものとなっていま
した。私たちは、「アクセシブルラグジュアリー」―のちに多くの会
社に模倣された定義―を表現する製品を作ることを追求しまし
た。数年前に、私はこの路線を終了し、「プレミアム」という旅路に
乗り出そうと決意しました。これは自動車業界から借りた定義で、
中間価格帯で高級感があるという意味です。この説明は、小売り
ネットワークのトップによる作品 ―製品以外でも― によって妥
当、正当であるとされています。現在、私たちは自らを「インクルー
シブラグジュアリー」と表現したいと考えています。なぜなら、幅広
い階層、年代、性別の人々を魅了したいと願うからです。

現在、新しいレイアウトを試す新たなコンセプトストアを検討中で
す。最大の注意を払いながら、常に１からスタートし、首飾りに新
しいパーツを加える必要があるからです。５～６年ごとにフレッシ
ュなスタートが必要になります。これもアイデンティティのもう１つ
の側面です。いくつかのブランドのように変わらないものを目指す
こともできますし、すべては再び流行しますので、トレンドとは何か

pp. 72-73  東京・銀座の店舗

p. 77  ジェローム、
ジョヴァンナのジ
ャック・ラッセル・

テリア 

思いもよらぬものを探求する
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を理解しながら時代を取り入れることもできます。常に再考と実
験が必要になります。（市場の）進化を実際の店舗に
持ち込まなくてはなりません。ラグジュアリーブランドだけでなく、
私たちのようにプレミアムなカテゴリーであってもそうです。常にe
コマースを考慮しながら広告キャンペーンを作り出し、並行輸入、
模造品、グローバルな価格統一の問題など、ブランド価値の下落
を回避しています。第三者によるブランドの販売に対して厳しくコ
ントロールする冷徹さを持たねばなりません。監視は困難です。私
たちは拡大を続け、極めて大きなブランドとなりましたが、現在で
は非常に統制のとれた展開をしています。ブランドの強化に一層
の注力をしています。１平方メートル当たりの売上を増やし、おそ
らくは特定のカテゴリーのアクセサリーに特化した空間をより大
きくし、他のレーベルとのシナジーを生み出すことを通じて、一貫
性のある製品を常に慎重に導入していきます。

私たちは意識的に積極果敢でいたいのです。時の試練を乗り切る
には極めて注意深い選択を必要とします。最高のブランドが揃う
ラグジュアリーな人気のショッピングストリートもあれば、会社に
とってそれほど有益ではない場所もあります。ショッピングストリ
ートはどれも同じというわけではありません。注意深く厳選しなけ
ればならないのです。私たちのアイデンティティは、手頃な価格と
力強くもシンプルなデザインが特徴の非常に分かりやすい製品に
よって体現されています。シンプルさとは、努力により達成されるも
のであり、ありきたりなものではありません。貴重であり、インスピ
レーションの源です。

かつて私は日本へと旅をし、日本のデザインやファッションの巨匠
たちからインスピレーションを得たものです。当時、そこには徹底

したミニマリズムがありました。
私たちは頭で考えすぎず、力強さ
と同時にシンプルさのある製品
を作りました。そこには、シンプ
ルさの持つ力があります。

そして私たちに幸運が訪れまし
た。それは本当に運が良かった
としか言いようがないのですが、
トスカーナの有能な職人と関係
を築いていたことです。彼が最初
のバッグを作りました。私は今
でもそのことをすべて覚えてい
ます。それはクロスボディバッグ
で、現在ではユニセックスと呼べ
るものです。旅行カバンにインス
パイアされたサイドのクロージ
ャーが特徴でした。「私たち」の
プロダクションは彼と共に始ま
りました。

幸運と、常に先を見て振り返ら
ない能力。カール・ラガーフェル
ドは夕方になると、自分のスケッ
チをすべて投げ捨ててしまうの
で、フェンディではそれをゴミ箱
から回収する担当者を置いてい
ると聞きました。そこには私が本
当に愛し、称賛する一種の透明
性があります。振り返る代わりに
先を見るということです。彼は個
性的でたぐいまれな男性です。
彼の人生を追ったドキュメンタ
リーをどうぞご覧になってくださ
い。私は２～３度見ていますが、

いつも感銘を受けます。どんなタイプの製品を扱っていても、この
業界にいる人ならばインスピレーションを受けるでしょう。

FURLAは私の人生です。それはこれがファミリービジネスだから
ということだけではなく、私がこれまで従事してきた唯一の仕事だ
からでもあります。私は７人兄弟の長女でした。常に先見の明のあ
った父は、異なる感性を加えてくれる女性の存在は会社にとって
貴重な財産だと考えていました。父は、私たちは私たちを信じてく
れる人々が生み出す結果だとよく言っていました。私は高校と大
学で言語を学び、すでにビジネスを手伝っていました。父は最初か
ら私を信用してくれましたし、私たちには素晴らしい一体感があり
ました。私は父についてよく美術展に行きました。３人男の子が続
いたあとの女の子です。兄たちはよく私のことを父のお気に入りだ
からと言いました。けれど、実際は誰も父と行きたがらなかったの
で、私が一緒に行ったのです。父と私だけで。そして父は私に多く
のことを教えてくれました。彫刻や陶芸も愛した父は、本当に見識
のある人でした。私は23歳で結婚し、２人の子どもをもうけました
が、父にパートタイムでいいからオフィスに戻ってほしいと頼まれ
ました。そうして私は戻ることになりました。父は父自身と私の兄
たちと３名で正規のリミテッド・パートナーシップを組み、65歳に
なった時にほとんどが不動産だった自分の資産を７人の子どもた
ちにできるだけ公平に分割しました。父は会社の自分の株式を私
に残しました。当時、その価値は今日ほどではありませんでした。
恐らく売上高は800万リラほどでした。兄のパオロがちょうど50
歳で亡くなり、直系相続人がいなかったため、私が彼の株式も相
続しました。このようにして私が過半数株主となりました。私より
２歳年上のカルロが社長でした。私はこの責任から決して逃れる
ことはできないと常に感じてきました。私の人生のほとんどを、こ
の会社を未来へ運ぶという兄たちや父の夢を追求することに費や
してきました。コミットメントと情熱を持って常に会社に専念して
きました。この会社のために旅をし、多くの興味深い人 と々出会い
ました。しかし私生活では、いつ
も会社の倫理と一致した控えめ
な生活を貫いてきました。
ミラノは私たちのいるボローニ
ャから遠く離れています。
しかし、他の会社の経営者のよ
うにソーシャルライフやイベント
ではなく、アートプロジェクトに
打ち込むことになったのは私の
気質にもよるものでした…

Women
時折、私の父と母がFURLAを創業したとい
う話を目にします。これは正しくありません。
創業者は父であり、母は私たち子ども全員
の面倒を見るのに手いっぱいでした。休暇
中の母の幸せそうな様子を覚えています。２
人の家政婦がいましたが、７人の子どもを
抱えていた母は家事からいっときでも離れ
ることができてリラックスしていました。し
かしながら、FURLAには現在2500名以上
の従業員がおり、そのうち78%がさまざま
な国籍の女性です。これは、特に今のような
時代において、私の極めて誇りとするところ
です。
父は昔気質のいかにもその時代の男性でし
た。母に会社での役割はありませんでした
が、父が車の運転をしなかったため、よく父
の運転手をしていたものです。

p. 81  2019年から、全店舗（直
営店およびフランチャイズ）とオ
ンライン販売で、サステナブルな
紙を使用したショッピングバッグ

の利用を開始

p. 83  ベルリンの店舗　写真：フ
ィリップ・ランゲンハイム

p. 87  広告キャンペ
ーン「Le donne di 
Furla – un’azien-
da al femminile 」
の一環として、アル
ド・ファライによっ
て撮影されたジョ
ヴァンナ・フルラネ
ットのポートレイト
　写真：アルド・フ

ァライ

pp. 80-81  イタリアのコンテンポ
ラリーアーティストによる作品。
マーカーで手作業により色づけ
した25枚の二重のA4シートで
構成されています。ファブリック
の織りをもとにした多数の「パタ
ーン」を表現しています 。店舗
でのパッケージを一新した際に
は、ショッピングバッグのサイズ
ごとに異なるデザインを使うこと
に決め、見た目の統一感は維持
するようにしました。このアーテ

ィストにデザインを使用するため
の許可を求め、いくら支払うべき
か尋ねたところ、彼女は、アーテ
ィストにとって、自分の作品が世
界中の都市を歩き回ることがす
でに驚くような業績・評価である
と言い、それ以上何も求めませ

んでした。

真の美しさとは常に内面から始まる
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（時に会議が長引くと、母は車内で寝てしまいました。かわいそう
に、そして可愛らしい母…）
けれども父を「昔気質の男性」だと話す時、忘れずにつけ加えてお
きたいとても大切なことがあります。私に仕事に戻るように頼んだ
のも同じ父ですし、また、理解しがたい内容の発言を父から一度
たりとも聞いたことはありません。父は人を性別ではなくその人と
なりで判断しました。そして勇気のある人でした。会社で非常に多
くの責任を任せられるということは、予想や予測のつくものでは
ありません。残念ながら、愛する兄たちが50代という若さで他界
するというのも予期せぬことであり、気づけば私独りで会社のか
じ取りをするようになりました。父が私に残した多くの教えの中で
も特別なものが１つあります。人を信用すると、その見返りが10
、100、1000倍になって戻ってくるということです。信用した相手
からも信頼を得て、他者から信用されることが自分たちの自信に
もなるからです。

父が亡くなった時、会社はもっと小規模で、女性も多くいませんで
したし、イタリア人だけでした。能力のみで選ばれた女性が78%
を占める、このグローバルな会社を父は誇りに思うでしょう。父に
１つだけ伝えるとしたら、私は「この会社が現在のようになったの
は、あなたの子どもたちがあなたを手本として、あなたから学んだ
からです」と話します。

私たちの基本的なビジネスの指針を、父が好むであろうと確信し
ています。つまり、女性たちが自慢でき、彼女たちを美しく見せるよ
うな素敵な製品を適正な価格で提供することです。父には美とは
排他的なものであるとか、お金に余裕がある人たちのものだとい
った考えはありませんでした。父は先見の明のある起業家であり、
品質やアフターサービスも含めたカスタマーサービスと同じくら
い適正な価格を強く求めました。それが毎シーズン、ブランドにつ
いてきてくれるような顧客を得るための唯一の現実的な手段なの
です。 この場合でも、超一流ブランドはお手本となります。そのブ
ランドの製品を購入する人は何十年にもわたり適切なサービス
を受けることができ、それはブランド自体が保証となっているから
です。

平均的な価格に抑えることが不可能な製品カテゴリーもありま
す。製造工程が複雑であったり、希少な素材を使用していたりす
る製品であるからです。しかし、それはオートクチュールです。友人
や家族を持つ働く女性にとって手頃な価格で美しさを見つけるこ
とは、心の解放につながると私はいつも考えてきました。オートク
チュールはこれからも常に存在するでしょうが、それは男性にとっ
てのフェラーリのようなものです。道で見かけても、それを買うこ
とができないからといって不愉快な気持ちになることもなく、ファ
ンとして憧れを持ち続けます。自動車の世界で起きていることその
ままに、ファッションにもプレミアムというカテゴリーがあります。
それが私たちです。

「安い」はいい言葉ではありま
せんが「高価ではない」は全く異
なります。皮肉ではなく 巧みに
作られている限り、「高価ではな
い」はぴったりな言葉です。

アルド・ファライが撮 影した
FURLAの昔のキャンペーンを
見返すたびに、ありきたりとはほ
ど遠い新鮮さをいまだに感じま
す。同様に、FURLAと女性たち
のことを考えると「新鮮さ」が頭
に浮かびますが、それが私たち
の目標です。新鮮さと気軽さが
心を解放します。

女性の会社というのは良くも悪くも独特なのですが、この会社の 
女性率が極めて高いことは数字が示しています。

10年前、従業員の約80%が34歳未満の女性でした。今世紀の
最初の10年だけで約50件の産休があったことが、その後の指針
の作成に役立ちました。ひと言で要約するならば「配慮」です。プラ
イベート、家族、そして仕事をやりくりしなければならない現代の
女性に対する配慮です。

トップマネジメントから組織の構造にいたるまで、女性は常にこの
会社で役割を担ってきました。最初から計画した訳ではありませ
んが、この選択は成功だったと証明されました。フレキシブルな勤
務時間や社員の都合に合わせた契約を導入し、新しくママになっ
た女性に産後のパートタイム制を提案するなど、10年以上にわた
り、時代に合った具体的な解決策を見つけてきました。私は男性
と女性の両方を対象とする当社の企業福祉を大変誇りに思って
います。

そして父もそう感じてくれただろうと信じています。

Structure
80周年記念を迎えた10年前に 会社は歴
史的な動きを見せました。所有権と経営を
離すことを決断しました。CEOの役割をファ
ミリー以外の人物に任命するのは全く初め
てでした。私は代表取締役社長としてとどま
りましたが、CEOの役割を務める経営者の
アシストを受けることになりました。彼はア
ルマーニやフェラガモとの協働をはじめ、輝
かしい経歴の持ち主でした。その年を１億
5000万ユーロの売上高で締めくくり、４年
以内に業績を２倍にする
という結果を達成しました。兄のカルロが亡
くなり、会社が3900万ユーロの売上高を
記録していた時に私がCEOの役割を引き受けましたが、クリエイ
ティブの面から見ても、会社を今日のような規模にまでしたのは
大きな成果だったということは、常に心に留めておくべきことです。
しかしながら、私たちは経営者と株主とを区別し、第３世代をサ
ポートできるような、十分なレベルのガバナンスを達成したいと考
えました。
それを当時、すべてがうまくいっていた会社の80周年という特別
な時期に行うことが重要でした。チーム全体が素晴らしい仕事を
している時であり、私は何かメッセージが必要だと考えたのです。

これは父が私たち、会社にいた３人の子どもたちと一緒に仕事を
していた時のやり方でした。CEOとなる人物を招き入れることが、
私の重要なメッセージになりました。

今世紀の最初の10年間に、当社は初めて
外部からCEOを招きました。３年後には次
の人物に代わり、そのCEOが７年間務めた
あと、現在のCEOに代わり２年がたちまし
た。

私はコンサルタント企業であるマッキンゼー
から講演者を呼び、ファミリービジネスがマ
ネジメントによる会社に移行する際の複雑
さに関するセミナーを開催しました。それは
会社がさらに成長する際に必要となった ス
テップでした。

父から譲り受けた責任に加え、私には会社
の構造を再編する責任もあったという訳で

pp. 88-89  ヴィラ・ベッラーリ
アの庭に集まったFURLAの

従業員

p. 91  クラウディア・
コスタトとジュゼッ

ペ・コスタト

p. 92  パラッツォ・
フルラからのガレリ
ア・ヴィットーリオ・
エマヌエーレ2世 

の眺め　写真：ダヴ
ィデ・ロヴァッティ
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す。現在、大きな成長を遂げた会社が史上
最高の配当を分配することとなり、私は大
変嬉しいです。そして私たちがもし離れた場
合でも、ブランドは生き続けると信じていま
す。
私たちの首飾りの最も貴重で重要な真珠の
１つである本社をミラノに移した時、それは
会社の存続を決定づけるものになると考え
ましたし、もし万が一のことがあってもより
大きな規模の企業がサポートしてくれると
確信しています。

私は父と兄のパオロから委ねられたこの家
族の宝をどのようにして守り、防衛手段を
講じるかを常に考えてきました。兄たちがまだ生きていた頃まで
は利益を分配したことはなかったので、ボローニャの本社、ミラノ
のパラッツォ・リコルディ、現在建設中の新しい工場に投資しまし
た。予算や
コストに注意を払うのはフリウリ人のDNAです。それは決して心
の狭さではなく、倹約であり、敬意を払うことであり、責任感です。
品位なのです。

Stores
私たちのストアに特別なスポットライトを
あてなければなりません。私にとってストア
は、顧客に提供するFURLAの最も大切な
財産であり、顧客との対話、コミュニケーシ
ョンであると考えています。

真珠の首飾りのように、イタリアでも海外で
も最も戦略的に重要な都市を選び、現在で
は重要なロケーションや注目すべき場所に
460以上のストアを構えています。

少し例を挙げるだけでも、ロー
マのスペイン広場、ミラノのド
ゥオーモ広場、ニューヨークの
５番街、東京の銀座、香港、北
京、上海、パリ、ロンドン、ウィー
ンといった主要なロケーション
に位置しています。それから定
期的に見直しを必要とするロケ
ーションがあります。顧客の評
価リストで上昇するエリアもあ
れば、さまざまな理由で評価が
悪くなるエリアもあるからです。

プロセスが例え複雑であって
も、会社として定期的な見直し
を実施していくのは、ストアが小
さくなっても印象的な見え方を
必要としているからかもしれま
せん。建築のトレンドに遅れな
いようにするためや物理的な劣
化のため、イメージや装飾を５
～６年ごとにリフレッシュしな
ければならないのは言うまでも
ありません。こうした作業はす
べてさりげなく「舞台裏で」起こ
ります。これはブランドが遅れ

を取らず、退屈にならないよう
にしながら未来へとつなげるた
めに不可欠です（残念ながら、
この業界にリスクは常に存在し
ます。ファッションは美しくとて
も面白いものですが、ミスを犯
した者を許してくれません）。

トラベルリテールは特に注目し
ています。空港内に位置する店
舗は収益の非常に重要な一部
を占めていますし、ブランドの
認知度も多いに高めてくれま
す。世界中を飛び回る数百万も
の人々の目に触れるわけです
し、FURLAの存在を知り、乗り
継ぎ時間の合間に購入してくれ
ることもあります。国際空港の
ターミナルが「ラグジュアリー
の新しいスポット」と定義され
るのはこのためです。

店長率いるスタッフたちは、お
客様のロイヤリティーを確立す
る重要性や、お客様をお迎えす
るところからアフターサービス
に関してまで、定期的に研修を
受けています。顧客管理や、ショ
ーウィンドウの構成の仕方につ
いて指示を受けたり、年に２度、
ミラノ本社に招かれてトレーニ
ングや再教育コースに参加し
たりしています。私たちの商品
パッケージは、コンテンポラリ
ーアーティストの 作品をもとに
しています。５点の手描きの絵
で、それぞれを異なるサイズの
ショッピングバッグに使用して
います。

私たちにはヴィジュアル・マネー
ジャーがいますが、優れた見せ
方を継続的に研究しながら、世
界中を旅し、スタッフにショーウ
ィンドウのディスプレイや内装
のしつらえ方についてトレーニ
ングを行っています。これはす
べて、お客様が製品の品ぞろえ
をじっくり見て選び、ブランドの
歴史とそれが意味する価値を
理解するのに役立っています。
創業当初から、FURLAは小売
りの体制を真珠の首飾りにな
ぞらえてきました。真珠を一粒
一粒加えるように、ブランドの
成長にとって最も貴重で美しく
戦略的に重要なストアたちを加
えてきました。FURLAのストア
は私たちの最も価値ある資産
と言えます。

p. 102  オーストラリアのゴール
ドコーストパシフィックフェアの
ストア　写真：FURLA社内アー

カイブより

p. 101  ローマのスペイン広場の
ストア と雪景色 写真：ダヴィデ・

ロヴァッティ

pp. 98-99  ミラノのドゥオーモ広
場 のストア　写真：FURLA社

内アーカイブより

p.100  ニューヨーク５番街の
店舗　写真：FURLA社内アー

カイブより

p. 97  ニューヨーク
５番街のストア　
写真：FURLA社内

アーカイブより

p. 93  パラッツォ・
フルラ ―ミラノ本
社　写真：ダヴィ
デ・ロヴァッティ

所有を減らし、実験を増やす

p. 103  オーストラリアのゴール
ドコーストパシフィックフェアの
ストア　写真：FURLA社内アー

カイブより

p. 104  ニューヨーク５番街のス
トア　写真：FURLA社内アー

カイブより

pp. 103-104  シンガポール・マ
リーナベイサンズのストア　写
真：FURLA社内アーカイブより

p. 105  ロンドン・ブロンプトンロ
ードのストア　写真：FURLA社

内アーカイブより
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Factory
製造業の重要性を認めることなしに、現在
の私たちになることは決してできなかった
でしょう。素晴らしいパートナーがいなけれ
ば、そして100%社内生産に移行するとい
う決断無しにはありえませんでした。

長年にわたり２つの製造業者と協業して
きました。25年を経て、そのうちの１社を
2017年12月31日に買収しました。最初の
オーナーは２人のパートナーに代わられて
おり、彼らが18年にわたり仕事を続けてく
れました。資本業務提携という形で私たち
が資金提供をし、段階的に返済されました。
当時は、私たちが30%、彼らが70%でした。
現在、私たちが100%の製品をコントロー
ルしており、それがあるべき姿です。
私たちが製造の100%を自社所有した時、
２人のパートナーは私に手紙をくれました。「これからも交流を続
けられることを願っています。たとえ挨拶を交わすだけでも」その
言葉が私の心を打ちました。私たちが製造に関わるあらゆる複雑
さに煩わされることなく、市場、流通、広告に完全に注力できたの
は、この長期にわたる仕事上の協働があったからです。それが互
いを尊重すること、そして敬意と友情へと変わりました。「たとえ
挨拶を交わすだけでも」という言葉は私たちの会社にとって素晴
らしい勲章です。そこには守られるべき人間的価値があるからで
す。

私たちは常にイタリアに投資してきましたし、今後も続けていきま
す。ここ、イタリアではすべてが常に再投資されてきました。また徹
底した仕事を通じて構築された、素晴らしい投資の典型である小
売りネットワークでもそうです。

これがFURLAを将来へと導くために取り入れている方程式です
が、固定化された会社のロードマップというのはありません。それ
は会社やそこで働く人々に合うようにカスタマイズされるべきも
のです。非常に重要な人々がかじ取りに戻ることもあります。すべ
てを守ることは不可能であり、マネジメント業務に対する監督も
支援、奨励、助言と同じように必要です。場合によっては中断もで
す。

これは積極的に行動する株主の役割です。

私には傘が続 と々広げられる光景のように、会社の成長を見たい
という野心があります。全員とは株主と従業員です。FURLAはい
まもファミリービジネスです。私も人間ですから、「明確さ」などと
いった私の個性がこの会社に反映されていると言われるとうれし
く感じます。私は自分と自分の成し遂げてきた仕事とを同一視す
ることにはかなり慎重ですが、すべての女性が製品の力だけを頼
りに銀座、ニューヨーク５番街、世界へと進
んでいったことを誇りに思います。

一定の金額を払う余裕がなくてもすべての
女性が手に入れられる美しさ、品質、優れ
たデザインというアイデアを気に入っていま
す。ニューヨークでサックスのレザーグッズ
のバイヤーから素晴らしい褒め言葉をもら
いました。彼女はこう言ったのです。「エレガ
ントに見られたい時はシャネルを選びます
が、日中、出かけるならFURLAを持ちます。
」アメリカでは、キャリアウーマンのためのバ
ッグと言われたものですが、私はいつもワー
キングウーマンのためのバッグと呼んでいま

した。顧客の職業にかかわらず、A4サイズのバッグは私たちのベ
ストセラーです。ファッショナ

ブルな形状はそれほど多く売れるものではありません。もちろんど
んな女性もエレガントで女性らしくありたいと願っていますが、い
つでも仕事、家族、そして何千もの日々の雑事を考慮しなければ
なりません。

The decisive moment
人 と々の出会い、経験、訪れた国々に関して
言えば、私は自分が期待したよりもはるか
に多くのものを得ました。しかしながら私の
モットー―私が会社でふざけて声をあげる
ときの言葉―は相変わらず「前進！」です。立
ち止まって考える時間を取ったことは一度
もありません。同時にすること、訪れるべき
場所、オープンすべき店舗が多すぎたので
す。私の夢はまたパオロとカルロの夢でもあ
ります。兄たちは会社を愛しながらも、その
夢が叶うのを見届けられませんでした。私は
長年の間、兄たちと父に対して責任を感じ
てきました。将来？私は遅かれ早かれ、この
会社の株式を公開することになると考えて
います。しかし、その決定は第３世代に託さ
れるでしょう。そしてそれは正しいことだと
思います。
ファミリービジネスのモデルとして模範になるのは―価格帯は異
なりますが、装飾品に関する限り―エルメスです。尊敬すべきこと
に、このファミリーは世紀を超えて会社を運営してきました。彼ら
は上場企業であり、世界で最も高級なレザーグッズのブランドで
あり続けています。

私が覚えている最も達成感を覚
えた瞬間は、エッフェウーノの買
収に関連しています。オーストラ
リアに16店舗を展開したこと、
シンガポールに６店舗を展開し
たこと、そして現在では中国市
場でも全面的に展開しているこ
とです。

これはまた、常に進化を続ける
グローバルなシナリオの中で監
視、支援、修正、実行、改善を必
要とする市場を中心に展開する
ものであり、非常に細心の注意
を要する瞬間でもあります。

Furla Foundation 
私はよく自問します。父が現在の状況を見たら、自分の創業した
この会社のどこを一番誇りに思うだろうかと。イタリア中のあらゆ
る主要都市にストアを持つことを夢見ていた父ですから、地球上
のほぼどこにでもストアがあることを誇りに思い、この上なく喜び
を感じるのは明らかです。兄たちも私も、自分たちは世界の一員で
あるという強い意識と共に育てられました。それは父にとって途
方もなく重要でした。父は地方の偏狭さを退屈と考え、文化的に
も商業的にもあらゆる観点から、その限界を非常に明確に捉えて

p. 107  エッフェウ
ーノ （後にFURLA
が買収した会社）の
オーナーからジョヴ
ァンナ・フルラネット
に宛てて書かれた

感謝の手紙

p. 109  2007年
春夏の広告キャン
ペーンの画像　

写真：パオロ・ロヴ
ェルシ

p. 113  イタリア共
和国の大統領ジョ
ルジョ・ナポリター
ノから「労働騎士

勲章」を授与される
ジョヴァンナ・フル
ラネット（2008年

10月30日）

pp. 114-115  オーストラリアのゴ
ールドコーストパシフィックフェア
の店舗　写真：FURLA社内アー

カイブより

論理はあなたをAからBへと連れていく。
想像力はあなたをどこにでも連れていく。

私たちには離れるべき場所が常にあるはずだ
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いました。1930年代および1940年代に、
父はヨーロッパ中を旅していましたから、現
在、私たちの店舗がある場所を示す地図を
見たらとても誇りに思うでしょう。父はまた、
美術展に習慣的に通い、読書にも熱心な人
で、自分の子どもが本を読んでいる姿を喜
ぶような父親でした。

そのため私は、フルラ財団―2008年に誕
生したプロジェクト―が父の心にとって、と
ても特別な位置を占めるだろうと考えてい
ます。会社は単なる物だけではなく、特定の
価値に根ざしたアイデアや感情をも生み出
す場でなければならないという父のヴィジ
ョンを体現しているからです。

2008年のフルラ財団創立の８年前、会社
はフルラ芸術賞を発表し、芸術の促進に力
を注ぐ旅に乗りだしました。2015年に終了
するまでの各回において、キアラ・ベルトー
ラがキュレーターとしてこの賞を監督しま
した。
私は自分自身を芸術の専門家や批評家と考えたことは一度もあ
りませんが、自分の人生において芸術は常に確固として存
在していましたし、必要なものと感じていました。また、芸術に対
する心からの愛情やはっきりとした美的感性を持たずに美しさを
作り出すのは非常に困難です。

自分をまるで芸術品のコレクターのように言うつもりはありませ
んが、インスピレーションを受けた芸術作品を長年にわたり購入
してきました。そのすべてが会社にあり、誰でも見られるようにな
っています。芸術は私たちにインスピレーションをもたらし、感情
を呼び覚まし、感動させてくれます。それが私たちをより人間らし
くしてくれると思っています。

形式的な取り組みだけではなく、事業として動いているこの財団
には、野心的な目的があります。多様な形で表現されたイタリアの
現代文化を奨励、促進し、現代の問題をめぐる対話を設けるよう
なプラットフォームを構築しながら、若者の創造性を支援すること
を約束するものです。

この財団は文化に対する新しく、そして私が思うに、非常にモダ
ンで完全にサステナブルなアプローチに基づいて設立されていま
す。文化という領域におけるさまざまなテーマを共有することは
可能であるばかりか、必要であると証明するものです。この精神
に基づいて、いくつかの重要な取り組みが誕生しました。一例とし
て、アーティストのマリーナ・アブラモヴィッチがミラノのPACで行
ったエキサイティングな展覧会やパフォーマンスの様子を描いた
ドキュメンタリーフィルム『The Abramović Method』（2012
年、ジアダ・コラグランデ監督）、コンサート「Diario dell’anima. 
Arvo Pärt & Bill Viola」（アルテ・フィエラおよびCentro della 
Voce dell’Università di Bolognaとのコラボレーションによ
り2010年、ボローニャにて開催）、展覧会「Mona Hatoum. 
Interior landscape」（2009年、ヴェネツィアの第53回ヴェネツ
ィア・ビエンナーレ国際美術展にてクエリーニ・スタンパーリア財
団と共同で開催）が挙げられます。

フルラ財団によるプロジェクトAccademie eventualiは、カリス
ボ財団、ボローニャのMAMbo（ボローニャ現代美術館）、公的文
化機関のXingとのシナジーの結果、生まれました。これは、全国
の美術学校の学生向けに特化した教育プロジェクトで、彼らをボ
ローニャに招き、著名なアーティストが実施する一連のワークシ
ョップに参加してもらうものです。

多くの若いアーティストの新しい作品を支
援することで、現代のイタリアの創造性を国
際的に宣伝していくことも、常にFURLAの
関心の中心にある基本的な側面の１つです

（アリーチェ・カッターネオ、ダニーロ・コレ
アーレ、ラ・ディ・マルティーノ、デボラ・リゴ
ーリオ、オットネッラ・モッチェリンなどが挙
げられます）。

財団の歴史は芸術の世界とファッションと
の間にある情熱の歴史であり、相互の絶え
間ないインスピレーションという形で表れ
ています。マリオ・エアロ（2012年）やシッ
シ（2011年）のようなアーティストが招か
れ、パフォーマンスやインスタレーション作
品によってファッションの世界に
独自の解釈を与えてくれました。

個人を豊かにするという点で言えば、こうし
た作品のすべてから最も恩恵を受けたのは
私でした。造形美術に関する私の「伝統的
なバックグラウンド」は、財団の事業から大
きく影響を受けましたし、今、私の個人的な
興味は斬新な形式のコンテンポラリーアー
トに一層傾いています。私は、すぐに理解で
きるというより、もう少し注意を向けること
によって深いところにある感情を呼び覚ましてくれるような形式
へ、と確実に向かったのです。

若いイタリア人による芸術の成長と発展に特化した活動を何年
も実施したのち、フルラ財団は新たな旅路となる新プロジェクト
を発足しました。それは、極めて野心的なので、さらにワクワクす
ると考えています。Peep-holeを創立したブルーナ・ロッカサルヴ
ァとヴィンチェンツォ・デ・ベリスによる新しい芸術的方向性のも
と、2016年以降、財団はFurla seriesを通じてイタリアのコンテ
ンポラリーアートの支援と促進に尽力することを正式に承認しま
した。これはイタリアの公的機関とパートナーシップを組みなが
ら、卓越した国際的なコンテンポラリー
アーティストによる多年度にわたる展示シリーズを実現するもの
です。

文化活動を行う公的機関をサポ―トできるようなプロジェクトの
制作を選択することで、フルラ財団はイタリアの文化振興政策に
おいて積極的な役割を果たしています。私はシナジーやコラボレ
ーションに根ざした運営モデルの発展を促すこのアプローチを喜
んで取り入れています。
私にとってフルラ芸術賞や財団
を設立してからの年月はあっと
いう間でした。今、私の人生で中
心的な役割を果たしているのは
伝統的なアートではなくコンテ
ンポラリーアートです。孫娘が生
まれた時に贈ったのもミケラン
ジェロ・ピストレットの芸術作品
でした。

フルラ芸術賞
2000年にヴェネツィアのクエリ
ーニ・スタンパーリア財団でコ
ンテンポラリーアートのキュレ
ーターであるキアラ・ベルトーラと出会い、私たちは一緒に若いア
ーティストたちに特化したプロジェクトのスポンサーとなることを
決めました。私はイタリアに何かを提供したい、もっと言えば、何

p. 119  ヘギュ・ヤ
ンによるインスタ
レーションの様子
「Furla series 
#02 ―ヘギュ・
ヤン：tightrope 
walking and its 
wordless sha-

dow（綱渡りとその
無言の影）」2018
年ミラノ・トリエンナ
ーレ　写真：マジア
ール・パスカーリ

p. 121  「シモ
ーヌ・フォルテ

ィ、To Play the 
Flute」2017年9
月21～23日、ミ
ラノ20世紀美術

館、Sala Fontana
にて。「Furla 
Series #01. 

Time after Time, 
Space after 

Space」（2017年9
月～2018年4月）
の初めてのインス
タレーション　写
真：マジアール・パ

スカーリ

p. 122  キアラ・フマイ（2013年
の第9回フルラ芸術賞受賞者）、
「キアラ・フマイ、ヴァレリー・ソ
ラナスを読む」2012～2013年、
ビデオ静止画像、フルラ財団コ

レクション
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かお返しをしたいと感じていた
のです。ベルトーラが私を財団
に紹介し、私たちはおおまかに
英国のターナー賞をモデルとし
て、フルラ芸術賞を思いつきまし
た。これはまたほぼ個人的な学
びの過程ともなりました。

ヴェネツィアのクエリーニ・スタ
ンパーリア財団と共同でフルラ
芸術賞を創立し、イタリアの重
要な新進気鋭のアーティストに
光を当て、広く知られるようにし
ました。2015年の第10回で終
了したこのプロジェクトはイタリ
アではかなり先駆的な実験とな
りましたし、才能のある若者を
後押しするための最も権威ある
イタリアのコンテストの１つとし
て国際的に認められたことをう
れしく思います。
2000年から2015年まで、キア
ラ・ベルトーラのディレクション
のもと、イタリア中でリサーチと
マッピングを行うことを目的に、
フルラ芸術賞は芸術の世界や
重要な団体で最も影響力のあ
る人物を集め、徐々に発展を遂
げました。最も賞を受けるべきと
されるアーティストが広く知ら
れるように総力をあげてきまし
た。ジョセフ・コスース、イリヤ・
カバコフ、ローター・バウムガル
テン、ミケランジェロ・ピストレッ
ト、キキ・スミス、モナ・ハトゥム、マリーナ・アブラモヴィッチ、クリ
スチャン・ボルタンスキー、ジミー・ダーハム、ヴァネッサ・ビークロ
フトは、15年にわたりイベントの賛同者として参加してくれたアー
ティストたちです。彼らが各回のタイトルや方向性を決定し、また、
審査員長の役割も引き受けてくれました。

フルラ芸術賞は、若いイタリア人による芸
術の発展や参加アーティストの将来に大き
く寄与してきました。これは私が最も誇りを
感じている決断の１つです。没後50年を迎
えるロバート・ケネディ―は、その有名なス
ピーチの中で、なぜGDPが国家の幸福度を
決定する唯一の評価基準とはなりえないの
か、また、なるべきではないのかを説明しま
した。これは会社にも当てはまると思いま
す。売上がなければ存続できませんが、売上
だけに依存することもできないのです。美を
扱う会社であればなおさらです。

第10回のフルラ芸術賞はミラノに移り、極
めて重要な変化をもたらしました。ミラノ
市、miart、イタリアファッション協会と協力
し、さまざまなシナジーが生まれました。

パラッツォ・レアーレで、主催者や審査員の
ヴァネッサ・ビークロフト、パラッツォ・レアー
レの館長ドメニコ・ピライナ、ミラノ市文化
顧問のフィリッポ・デル・コルノと共に賞を
授与できたのは光栄でした。ミラノ市が私た

ちをあのように歓迎してくれたことは、イタリアのカルチャーシー
ンにおけるフルラ芸術賞のかかわりを大いに伝えるものでした。

フルラ芸術賞での経験に続き、2016年6月、財団は20世紀美
術館との協力に先んじて、ミラノのコンテンポラリーアートの中心
であるPeep-holeに活動の芸術的方向性を委ねました。Furla 
seriesの１回目である「time after time, space after space」
は、年代も出身もさまざまな５名のアーティストが20世紀美術館
の空間を解釈したもので、２カ月ごとに新しく制作するパフォーマ
ンスは彼らのキャリアにとって重要なステップとなります。これは
パフォーマンスという言語への多様なアプローチであり、パフォー
マンスは私を常に魅了する芸術形式の一つでした。
前にも述べたように、伝統的な芸術はもはや私のアイデアを表現
するものではありません。私にとって今はこれが芸術なのです。
 
Diary
私は１冊のノートに有名な引用文、アイデア、内省したことを書き
とめています。その日、何を書くかは全く分からないのですが、あと
で読み返すと、しばらくたってからでも自分の考えをまとめるのに
役立ちます。これは仕事や方法、そしてその過程を導き、そこに情
報をもたらすような行動を検討するためのある種の禅的なアプロ
ーチです。私は自分の日記をそんな風に考えています。いくつかの
ページをご紹介しましょう。

シンプルさとは、当たり前のものを差し引き、
意味のあるものを足すことである　（ジョン・マエダ）

製品デザインが王であり、価格決定が女王である。

予算の制約を能力で補う

所有を減らし、実験を増やす

量の時代から質の時間へ

私たちには離れるべき場所が常にあるはずだ
　（アルチュール・ランボー）

論理はあなたをAからBへと連れていく。
想像力はあなたをどこにでも連れていく

思いもよらぬものを探求する　
（アルベルト・アインシュタイン）

型破りであれ

洗練さの究極の形がシンプルさである
　（レオナルド・ダ・ヴィンチ）

真の美しさとは常に内面から始まる

美しさは幸せを約束する　（スタンダール）

遺産とは自分が受け取った使われない資産ではなく、
成長させるべき資本である

習慣を捨てよ

真の贅沢とはあなたが簡単に買えるもの抜きで
済ませること

自分では着ないようなものを他の人が着ると期待しないように

p. 127  パウリナ・オ
ウォフスカ、「Slavic 
Goddessess and 
the Ushers」、パフ
ォーマンス、2018
年3月6日、ミラノ20
世紀美術館、Sala 

Fontanaにて。
「Furla Series 
#01. Time after 

Time, Space 
after Space」の第
4弾（2017年9月
～2018年4月）写
真：マジアール・パ

スカーリ

pp. 124-125  フルラ芸術賞ガイ
ディングイメージ：

イリヤ・カバコフ「The art is a 
fifth element」（2001年第2回
フルラ芸術賞）、ローター・バウ
ムガルテン「The horse would 
know, but the horse can’t 

talk」（2002年第3回フルラ芸術
賞）、ジョセフ・コスース「talent/
um, tolerare」（2000年第1回
フルラ芸術賞）、モナ・ハトゥム
「ON MOBILITY」（2007年
第6回フルラ芸術賞）、マリーナ・
アブラモヴィッチ「The Spirit 
in any condition does not 
burn」（2009年第7回フルラ芸
術賞）、ミケランジェロ・ピストレ
ット「FAME, read in english, 
read in Italian」（2003年第
4回フルラ芸術賞）、キキ・ス

ミス「Follow your Shadow」
（2005年第5回フルラ芸術
賞）、クリスチャン・ボルタンス
キー「PLEURE QUI PEUT, 
RIT QUI VEUT」（2011年第
8回フルラ芸術賞）、ジミー・ダ
ーハム「ADD FIRE」（2013年
第9回フルラ芸術賞）、ヴァネ
ッサ・ビークロフト「the nude 
prize」（2015年第10回フルラ

芸術賞）
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深い精神性を欠いた偉人など１人もいない

「太った怠け者」

シンプルさとコスト意識

シンプルさとは大胆である

自分の価値観に合わせよ

美しさは内面から出始める

真実は傷つける

積極的な脱成長
ロングセラー
ゲストデザイナー

「アグリー」を「クール」に

真実は聞くのと同じくらい告げるのも難しい

バッグを空にして魂を明らかにせよ

「愛が答えだ」

究極の洗練の形はシンプリシティー

敬意を払えない者は力を持つに値しない

私はここにとどまる

死とは恐らく人生で唯一にして最良の発明だろう。
それは古き者を一掃し新しき者に道を譲るものだ

犠牲
義務
厳格
尊敬
コミットメント

90 Years
FURLAの創業90周年を企画
するのは私にとって非常に重要
でした。それは、喜ばしい機会で
もあり、振り返る時間でもありま
した。それは瞬く間に過ぎ去っ
たように思えるこの長い年月の
中で、私に会社の方向性を任せ
てくれた既にここにはいない人
たちとの心の中での対話です。

あっという間に時が過ぎたとい
う感覚は、すべてを最近の出来事のように思わせます。また、父や
兄たちの物語を語るとほろ苦い気持ちにもなります。その思い出
は私の心をいつも温めてくれますが同時に寂しさを感じずにはい
られないからです。このあとに続くのは、FURLAの90歳の誕生日
にバイヤーやプレスに対して発表した日の出来事です。これはつつ
ましくも喜びをもって誇れる私たちの歴史です。

イタリアの美と文化の90年。女性の美学のように永遠に進化を
続けます。
１つのファミリービジネスが何十年もかけて世界的なファッショ
ンとライフスタイルのブランドへと変貌を遂げました。イタリアの
エレガンス、色彩感覚に加え、モダンなデザイン、上質なレザー、そ
して最高水準の品質管理を通して表現された自由を伝えるアン
バサダーです。

創業者のアルド・フルラネットがボローニャのウーゴ・バッシ通り
にオープンした第１号店は、現在も同じ住所で営業を続けており、
１つのブティック（1955年）から現在460以上の単独ブランド店

（そのうちの半分が会社の直営店）へと成長した会社の旅の証と
なっています。

FURLAの歴史は直感、家族の価値観、そして未来を見据えること
に特徴づけられています。アルド・フルラネットは、アクセサリーや
ファッションにおいて優れたものを顧客に提供することに心から
尽力する会社が成功する、とその可能性を固く信じていました。そ
してその社名は品質と信頼性を表す同義語となりました。彼がそ
の時代で最も上質なレザーを求めてイタリアやヨーロッパ中を頻
繁に旅したのもそのためです。

1970年代、娘である私（そして兄のパオロとカルロ）が決定
的な進化を会社にもたらしました。それは、未来を予想しなが
ら、FURLAを今日のようなグローバルな企業へと変化させること
になった改革でした。

初めてのバッグコレクションは、デザインの正確性と最先端の素
材を求める現代の女性というアイデアですぐに成功を収めまし
た。世界―そしてファッション―は進化を遂げていました。そのた
めFURLAは1970年代から新しい技術の研究開発に関心を寄
せ始め、伝統的に作り上げられたイタリアのレザーに加えナイロ
ンやラバーを取り入れたのです。

私と兄たちは、フランチャイズによってサポートされるイタリアの
小売りネットワークを所有するという選択へと舵を切りました。こ
の当時にして画期的な動きにより、ファミリーが当社の流通ネット
ワークを最大限に管理できるようになりました。

1980年代はFURLAにとって、日本からアメリカまで64か国を網
羅する流通ネットワークの立ち上げを行いました。パリとニューヨ
ークに始まり、1990年には東京にストアをオープンし、国際的な
アイデンティティを作り上げる時期 でした。2016年には100か
国を数えるほどになりました。この戦略によりFURLAは世界の主
要なデパートおよび、ニューヨークの５番街から東京の銀座まで（
日本は当社の売上高の24%を占めています）、世界中の高級ショ
ッピングエリアに進出しました。

21世紀、ブランドは次なる段階を迎えました。FURLAはメンズコ
レクション、シューズに加え、アイウェア、ウォッチ、テキスタイルコ
レクションにおいては、業界大手とライセンス・パートナーシップ
を組むことでライフスタイルの分野へと進出しました。外部の力強
いマネジメントチームに支えられた独特のファミリーというアイデ
ンティティを特徴としながら、新しいマネジメント構造と革新的な
企業コンセプトを実現することがFURLAを明るい未来へと導く
勝利の方程式なのです。

 

p. 133  20世紀初頭から新しい
21世紀まで、FURLAの90年の
歴史を旅するタイムマシーンとし
てのハンドバッグ。90年の歴史
が詰まったカスタマイズバッグ。

まず夢を描かなければ何も起こらない
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ACKNOWLEDGEMENT
FURLAの発展に欠かせない貢献をし、この素晴らしい会社のた
めに働いた、そして現在働いているすべての人々に対して、そして
私たちの成長期間の大切な年月を共有してくれたサプライヤー
とメディアに対して感謝を表明するのは私の義務だと感じていま
す。私たちと共にいてくれた両親、そしてさまざまな市場で私たち
のブランドを信頼してくれたお客様、私たちを勇気づけ支援してく
れた皆さまに感謝します。世界中の海外支店の支店長、クリエイ
ティブ・ディレクターとそのチームに感謝します。

私たちのブランドに関する美しい物語をこの本に収めるよう熱心
に勧めてくれたCEOのアルベルト・カメルレンゴに深く感謝しま
す。私もまた他の皆さんと同じく、「まだまだこれからだ」と思って
います。

私の人生における困難な時期にいつもそばにいてくれる兄弟と妹
のダニエレ、ピエトロアントニオ、セシリア、クラウディオに感謝し
ます。

私の子どもたち、ジュゼッペとクラウディアに特別な献辞を送りま
す。私が仕事に打ち込むことは家族から時間を奪うことを意味し
ましたが、私の思考や関心は常に子どもたちに向けられていたこ
とを知ってほしいと思います。

p. 136  1927年にヴィラ・ベッラ
ーリアを訪れたヴィットーリオ・

エマヌエーレ３世



XIX

CREDITS

クリエイティブ・ディレクシ
ョン
ブルーナ・ロッカサルヴァ

印刷
Grafiche Antiga、イタリア、
トレヴィーゾ

Furla S.p.A. は、写真や文章
の出典について意図せず脱
落したものがあれば謝罪す
ると共に明らかにすることに
応じます。



pp.138-139  サン・ラッザロ・ディ・サーヴェナのFURLAのヴィラ・ベッラーリア本社


